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新感覚の建築の

S UNVfA L L  

、、
日; ' J t 月歩の建築界に

ナン? 才一ノν の出現は

がf しいー頁を古事力日へ

ましTこ。

す［Ｏｾォ ー ノ ｶ の高性能 Ｑ［Ｇ 亨Ｚの三つの黙で然も経費

の節減になります。

f①額くて丈夫で施工が簡単 最近主なる完成例

l②耐火 ・耐 水 ・耐務副主 ・大阪そごう百貨底 l 階庇

① 色調自在で総色せず ・東京野村遊券ビノν 化粧室

ガタ口グ腕 ・東京管制 千代田区霞ヶ肉 3o  3  ( 鋼飯山電話銀座6111"'5 / 竺予、

・名古屋代理活 日商名古屋矧( 中区本説明。33電話柿 3175) κ 五三九

偏差) 住宅・周居浴室便所子牌家再調車: ＶＧ 共産業 ｛ｽｌ ｔＮ ￭ｾｾＮ 判事 ｨ 所 ｉ 揚ＮＴＡ ｊｊ 量Ｎ街輔時人の出入の多〈瀞 ｡ｴｴ 可るところ Ｑ マー ｾｊｊ

ii; 民間ぷ; 開花担till5勺 醗 回 買1堕里遺} J 5碕 3l ' 孟 ノ

7メリ力武技術を導入し自粛 e 初 fJ) τ完成され各界に一大ゼンゼーションを槽き起し 7 ゐ( t ct



住友電気工業株式会社大阪製作所見学会開催

凶月の催として下記要領により住友電気KK大阪製作所を見学する。同社の優秀なる電線が内外に拡く使用 されてい

る事は周知の通りであるが、これが製造工程の実況をつぶさに見学する ことは建築関係者と して有意義と考え比企画

をたてた。好機逸せず各部門から多数参加されんことを待望する。

1 と き 4 月25日( 土) 午後 1 時晴雨不論

1 . 集 合 所 大阪駅西出口F付近

1 . 見挙先往復

1 見 穆

1 時四分借切ベスにて出発し、凡そ 4 時半頃問所に帰錆( 集合時間厳守励行)

住友電気工業株式会社大阪製作所 広さ八万余坪の敷地内に建設されてある数万坪に及ぶ各工

場建物並にピニ 戸J レ線外各種電線製造工程外、当日は特に人工雷試験室に於いて雷が電線に及

ぼす影響等実験見学

1 . 申込〆切 4 月却 日迄会費と共に申込のこと 。但パス満員次第〆切る。

1 . 豊富理会費 ￥ 30. ∞申込と同時に払込のこと

昭 和 28 年 4 月 10 日

日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 長 浅 沼 猪 之 吉

0 本見学は会員に限り、代人お断の事

0 見学先関係各位に本会員である事を認噛して頂く必要上各見学には是非会員章の活用を願います。

創 立 年 記 念 事 業 後 援 申 込 芳 名

2 月号掲載以後御申込を受けま した芳名を列記し深甚の謝意を表します。

昭 和 28 年 3 月 初 日

記 念 事 業 委 員 長 資 金 部 長 東 畑 謙

申 込 芳 名 並 金 額 ( 申込受付順)

石 原 政 = 殿 300 

叫i 口 久 五 郎 殿 1，000 

f甫 外 雄 殿 ( 兵庫) 300 

耳L 匂三f
橋 楠 松 殿 ( 中国〉 300 

サ シ エ ス 石 膏 株 式 会 社 殿 3，000 

Jf日U  玉 充 弘 殿 ( 兵庫〉 300 

以 上 (自 1月20 日至3 月20 日〉 本 月 合 計 5，200 



建 材 審 査 証 明 書 発 行 の 件

予て申出中のラテイ( 釘) 並にデコラにつき審査の結果下記の通り証明発行 した。

(  1)  1. 品 名 特許「ラテイ」釘

l 製 品 会 社 株 式 会 社 片 山 鉄 工 所

昭菊 28年 1 月24 円提出された資料につき本会建材審査委員会に於て審査の結果B!I 記特徴に依り 優良と 認め

る。

昭 和 28 年 3 月 2 日

特 徴

( 1 ) 引抜抵抗が大である。 ( 2 ) 一本当 りの重量を( 酌，7 5 %程度〕減少せしめ倫且つ勢断力に対 しては

丸釘に劣らない。 ( 3 ) 捻釘の性質を取入れたアイデアが優れてい る。tl 上

(  2)  1. 品 名 「デコラ」メラミンプラスチック化粧板

1. 製 品 会 社 住友化工材工業株式会社

昭和28年2 月6 日提出された資粉につき本審査委員会に於て審査の結果別記特徴に依り優良と認める。

昭 和 28 年 4 月 15 日

特 徴

1. 色彩と模様が自由である。

Ｑ Ｎ 耐熱躍殿、性でｾる 。

1. 硬度が高く強靭である。

1  化学薬品類に浸され難い。

1  駿水度がなく表面硝子様であるため汚れなし、。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 々 長 竹 腰 健 造- 建 材 審 査 委 員 長 置 塩 章

向目下審査中のもの東洋スレート悶〈波形スレー ト。殺虫塗籾キ J' コー ト。ハネル隣型淘] 等である。斯界向上発j童の

ため新旧資材続々として審査申込ある様会員各位設業者各位の御協力を熱望している。( 審査委員)

地 質 調 査 図 表 頒 布

昨年来準備中の大阪を中心とした地質調査図表が漸く印刷を終り目下製本中愈五月五日より頒布いたします。

予約申込を受けた各伎に対し遅延お詑びします。予約以外にも若干増刷しましたから街! 希望の向へは下記により御

頒ちいたします。

B 5 型、総頁 一冊 ￥ 1. 2∞ 送料市内 ￥ 50 市外 ￥ 100 

本会員に限り一部 ￥ 1. ∞o  〈但し送斜別)

2 8， 4.  2 0  

35年記念事業出服部長 尾 崎 久 瑚
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この紹介は、 S T ONE がもし Panama ホテルを新しく設計 L ナニら 、 ど

うするにろうか ? 疑: 渇がありましに。丁l J Z. 彼が Sal vadoT で同 じような・3霊

能の新しいホテルを設計委任されていましたので 、彼は Sal vador ホテ

ルの計画を模砲によって示し、ここ の疑問 に答えましに。

彼は建物のヒ下に Publ i c a，ea のある月並なホテルの計画を捨て』 、

イそりに客間を 10階 ': 0寝室 2コスラ 7' ( こ設け、Publ i c space をその床の一端

に別棟として設けましに。こうして、常に草与を溜ました酒盛りの パカ 騒き

からかくりしまし? : 。動総計画を巧妙にホテルの行きとどかないサーグ ィ

スを効果あるように、入口とエレベ 一 声 - ( 及び、料理室、サ{ ピスエリ

ア〕を寝室とサーピス 、 スペ ースとの結合点に設けました。 こ うして更に、

騒音が寝室へ入るのを防 いにのです。

彼 は又、窓気刺節主主1 0 :・を用 いませんでしすこ。エレベ ーターの前はすa っ と

開放されずこパルコニ ーによ って客間iに通して います。叉客室は開け放つと 、

熱帯性のやわらかし、夙によ って、す二えす換気されるようになっています。

Salvador は商人用 のホテルで す。fごからほとんどの部屋は 、寝室、居

間策事務室となって います。

しかしホ テル心会てが、商業的なのではありません。パ ルコニ ーから ω

眺めはすばらしく 、住居区の向うに火山が丸え 、父 7 ・{ノレや戸外舞踊場や

カグテルテラ K や 、 レストラ γ は、 ピジネスの会期Jが終つナ二時、 くつろぎ

を与えることでしょ う。
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上右の図は 、Publ i c Space 

が別になっマ、騒音をかく り

している Salvador と、 そう

でな い Panama との比較で

ある 。左図は三吾療のある パル

コニ ーにより開放されずこ室を

示す。大きいガ「 ラスの戸が、

部屋とパルコニーを 一つの大

きなエリアとしている 。
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協同している芸術家

とと呼』まれるでしょう 。」と言ったのに対 し 『佐 む 博 物 館』「このホテルは 、 コルピジェーが 「イ主む機滅』

St one 自身が言う穏貨かに芸術が用いられ、芸術家がすこす' さわって い ます。

Ne w Yor k Her al d Tr i bune 紙 の 芸 術批 評 家 E mi ly Genauer . は次のような記事をのせています。

I  Al exander  Calder は、 その主要なロピ{ のために 、 驚 くべき想像力に富んt: 熱帯庭闘を設計しすこ。種 々 の

色をしに、珍 妙 な 核 物 が、精円形の者まの中に天井から微妙なつりあいで生い繁って い る。

Max  Spi vak は面白い寄せ木細工の床を工夫しすこ。 J ose Ri vera は 浮 上 つ ?こり沈んにり する板の結合と近代

レモンの皮の美しくち V れ て い るのに似た自由な形のプ- ) レを構成し? こ。彼 は又、食' 主の明るい裟的な感覚が、

具として !杉こ くも設計しすこ。

ホテルの前の惰円形のドライプウェイで悶

をしのばせるようなセト モ ノのような彫刻の

を函〈にろうし、叉イサム ・ノグチ j }; 、 その

チ γ を，恩わせるのは興味深い。 イサム ・ノグ

チの設計でゐる。又寄木細工の床は、こ の ?

リルからプ ールのまわりの外側のテラスまで

まれた エ リアの中には、Ma y a n り石の彫刻j

と。

上図に凡るラシタ ー γ は、東洋風なチ ョウ

建築がされるにろう 。メ キ シ コの画家タマヨ

j }; 、 ホテルのロビ ーのすニめに 、大き い壁飾り

智工の光を働かすにろう。」

ひろがっています。
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この住居は 、若い夫婦が主主てたものであるつ中位いの資金

で、 いろ い ろ考え求めに末、二人は、Sant a Moni ca 山の上に

安い >>x 過を求めた。 この家はあめりか杉で建てられている。 風

光は大変良いコ二台の自動車は 、彼等をどこえでもJ m. ペるし、

叉客人を運ぶ こ とカ当事長る。プランは、li vi ng R oom の一角

が 玄関 になっており 、 その首l に巨大なプ ーノレがある。火きいガ

ラスの すペり戸が、最 も大事な景色の見える方に向寺 、 補 袋 は

室外から室内ヨコ セ メγ ト床に続いている 。( 下図〉。台所は特に

念入りに造られている。そこでは自分ですきな料認が作られ 、

セルフサーピス用 になって い る。
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三和銀行京都支庖

位 置 京 都 市 下 京 区 四 条 湿 烏 丸 商 入

E量計監理 三 和 銀 行 建 築 課 f技 師 長 白 石 登 蒋 男 、 技師西

図 芳 一、 加 藤 宣 彦、保 鈴 木 医、 鈴 木 弥 市、 池 田

一男、 岸 付 保 芳 、 白 井 誕 一 、 渡 辺 階、小 林 貞 彦 )

施 工 主 体 工 事 株 式 会 社 大 林 組

電 気 工 事 栗 原 工 業K K 衛 生 工 事 須 賀 工 業K K

冷 暖 房 工 事 K K大 阪 電 気 暖 房 木 工 事 山本 組

エ レ ベータ 一 三 菱 電 機K K、 東 洋 オ ー チ ス K K

コ ン ベ ア ー 及 気 送 管 工 事 大:;;-.o: i l 行

電 話 工 事 三 紀 電 気 工 業K K

ネ オ ン 工 事 大 半 広 告K1 <

金 庫 工 事 富 士 精 工 K K 、 日: 本ファイリシグK K

鉄 骨 工 事 松 尾 橋 梁K K、 K K駒 井 鉄 工 所

大 理 石 工 事 K K矢 機 大 規 石 盾 匂 工 事 山岡去旦

左 官 工 事 浪 花1旦 石 工 事 熊 取 谷 石 材 ヱ3目玉 K

工 期 1951 ・6 ・22→ 1952 ・12 ・19

敷地面積 743. 201坪 ( 2456. 86平方米)

建 築 面 積 460. 764 ( 1523. 19平方米)

構 造 鉄骨鉄筋コ: - - ? ! リート造

階 数 地 下 1 階 ・池 上 E 階

粁 高 地上 Ｒ ｾ 米 塔 屋 是 高 地 . [-. 27. 9) 米

1 階面積 386. 682坪 ( 1278. 290平方米)

計 1848. 615矛 ( 6111. 143平方米)

電 気 殴 備

ｾＧｩ ｉｕ 宣備 地中 1 回 線 を も っ て 高 圧 受 憶 を 行 い他 に予

備 ケ ーフソレ 1 回線 を 設 置 す 。 停 電 時 に は 「 ヂ ーゼルエン

ジ ン 」 を 起 動 せ し め て 必 要 因 路 に 送 位 す。

高 ー圧 量lt 4 面 低 圧 鐙 4 酉

進 相 関 O F 登 包 恭 3，300V 3 尚 60 サ イ グ ル

1 0 0 K V A  1台 f

変 電E宣備 動 カ 用 変 圧 器 7 5 K V A 3，300/ 220V 

単相 60サイ ?! J レ 3台 電 灯 朋:交 庄 庄 恭 3 0 K V A

3，300/100V 単 相 60サイ'f Pレ ー3台 誘 導 電 圧 拘 整 器 包

灯用 15 K V A ' ( 出力7sKV¥A) .3; ; 300V  3相 60サイダル

1台 水 銀 整 涜 器 交 流 f Hlj 22:J V  3 悶 00サイ ダル

直 流 仰IJ 2 4 - 3 5 V  3 0 A 

発 電 殻 備 デ イ ゼ ル 発 電 機 1 台 数 関 120馬力 720

P.R. M 0気筒 ZE電 機 8 0 K V A ( 6 4 K W)  220V 3キ目

60サ イ グ ル 石油エンジン主主気圧縮機 2，fJ} 77 カ 電 機 終

1面 切 替 盤 2商 単 捲 蕊 圧 音 寺 出 力 2 0 K VA  220/ 100V 

電 灯 鮫 備 一 般 照 明 白熱灯 3491間 後 光 灯 246例

コ γ セ γ ト 200V 10倒 1 0 0 V 208個

電 話 叡 倫 j汚より特殊引込 100回 線 を 有 し 、 対 自 動 式

局共電王立交換台 4 座席を設申請す。

電 気 時 計 常時は外部より供給される交涜電源により

充 電 せ ら れ る バ ッ テ リ ー に よ り 親 時 計 を 駒 動 せ し め 、制

御 は N. H.K よりどさ{ 言せられ? 二時殺を受信して自動的 に

空間撃する 。

電 波 制 御3主主主親時計 1 台、子 時 計20ケ 所

イ ン タ ー ホ ン リレー式 4 回 路 配 管 機 1 台

諸 信 号 鍛 備 金 庫 開 閉 信 号 灯 金 庫f呆 波 装 置 特 殊 警

戒 装 置 拡 声 機 電 鈴 非 常 信 号 装 置

昇 降2宜倫

9) 米/ 分

9) 米 / 分

厨 房 用 リ フ ト 、

i112官針設備

定 員 10名 自 動 式 1 基

11 10名 手 動 式 1 基

現金リフト 各 1 主主

屋 と に 4 基 を 設 置
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束側外壁( 烏丸逝)

イ士 上

北木島産花尚石小叩仕上

正 面 玄 関 万 成 石 本 勝

南側外壁( 四条通)
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陸 屋 根

出 入 口

側 窓

面 格 子

丈 走

北木島産" 1t 崩石IJ 、叩仕上

北木島 まE" 1 と尚石昨石入自 セメ γ

ト人造洗出仕上

向 上

問 k

防水層抑えコングリート打グリ

γ カータイルｾｾり

ステ ー1レドアー及ステ - J レシャ

ッター併用

同 」 二

銅製ラッカ ー1火付仕上

花 尚 石 貼



大阪 ゲ道頓堀五度 H のーっとして普からそ

の名を親しまれずこ浪花座は、此.: l _ ) 度鉄骨及鉄

筋コ γ タ リー ト造として新築されに。

座席数約 1，500 を有しすこ凶階建て地上高さ

約17米 1 階約 300 坪 、総延坪数約 620 呼を有

す。暖冷房の設備を有し在来鉄筋コ γ タリ {

ト建物.1. )ー告s1，ヒ 敏 械室として刺用しに。

断面計商の特徴として映写室がギャ ラ リー

の下 にあるすこめ映写 角 度jJ>殆どヨ存度で画面の

歪はなく、映写鋭離が著しく短縮され? こ。

j良 座花

f
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設計施工 清水建設株式会社



虫E 石 ゲラ久ター

大 天 井 後 部 姪石モノレタPレ重量

の 上 ア コ ー ス チ ッ タ テ ッ グ

ス 姑 水 性 ペ y キ 塗

( ギ ャラリ ー)

下 天 井 蛭 石 プ ラ ス タ ー 掻 浴

し

( 映写室)

下天井蛭石モルタル控: 7 _ ) 上

ア コ ー ス チ ッ グ テ ッ グ ス R占

仕上工事

外部 ( 正 面 ) 1 階 は 万 成 石 本 勝 庇

下後石プラスタ{ 掻落仕上。

上部柱型廻人造石プロッグ

其 ft ! l 思丁掛タイ J レR占。

内 部 ( ホ ール 〉 床、 プ ム タ イ ル 敷

( 赤背市 松 ) 盤、 ピロード貼

( あ す・古色〕 天 井 プ ラ ス タ ー

独 立柱テラゾ ープ ロ ツ グ ( オ

ニッグス及トラパーチン横縞)

( オ ーディトリアム )

w- モルタル塗、 通 路 リノリ ュ

ーム数、

腰 7 尺ビニール貼ベ γ キス 7 '
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【断面説 明】

① 一 階 ホ ー ル

② 二 階 ホ - }レ

① 三 階 ホ ー ル

① l担 階 ホ ー ル

① 映 写 室

① オ { デ ィ ト官アム

① ス テ ー ヂ

① ダ ッ ト

① 通 路

⑪ 機 械 室

⑪ 別 途 用 途 に 使 用

盤 沈 機 室

一階オーディト H アム上部

ス ポ ッ ト 室

f近 所

照 明 拘 3皇室

l火 主 主 普ji 分

〆 グ ト 室

私米主主物( 月IJ 途用途に使用)

③

①

@

@

@

@

⑪

③

 

室

室

室

⑫ ポ γ フ.

@ 冷 凍 機

⑪ 宿 直

@ 裏 出 入

【二 階】

① 一 階 ホ ー ル. ｲｾ 都

① ホ ー ル

① 廊 下

① ギ ャ ラ リ {

① 更 衣 室

① 狭 写 技 師 室

① 侠 写 室

口

平 面図説明 【一 階】

① キ ッ プ 売 場

① ホ ー Fレ

① 事 務 室

① ォーディト H アム

G 廊 下

① ス テ { ヂ

① 便 所

① ボ イ ラ { 室

① デ シ キ 室

( ゆ 送 風 隣 室

⑪ エヤーワッ シ ャ室

9  
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一座談会一 「これからの建築技術教育はどう

( 第 2 回 . ! 生計・線合関係)

御出席者 〈五十音順 ・敬称略)

司 会 中野順次郎( 大阪市教育委員会指導主事)

鮫計側 竹腰健造( 双星社竹腰建築事務所)

渡辺道輝( 渡辺建築事務所〉

渡部 圭吾( 渡部建築設計事務所)

建 殴 業 側 岡 本 弘 ( KK浅沼組〉

事 多 宗 達 (K K奥村組)

日 野 勝 好 ( KK竹中工務后 )

藤塚 賢一( 佐藤工業K K大阪支庖〉

松 村 雄 官 (K K松村組)

吉 野 与 作 ( 西 松 建 設K K関西支臨)

渡 辺 勇 ( KK間組大阪支庖 )

学絞側 磯部正聴( 堺市立工高〕

犬 束 徳 郎 ( 兵庫工高〕

大 倉 三 郎 ( 京 都 工 芸 繊 維 大 】

篠原太郎( 大阪市立工芸I :i ;

関原猛夫( 神戸大〕

滝 沢 真 弓 ( 大 阪 市 大〕

永 井 実( 布施工高〉

長尾勝馬( 都島工高〉

桝 谷 好 一 ( 吉 野 高〕

元 良 官官'1 (大阪工大〉

安 井 武 一 ( 伏見工高)

委員側 亀 井 賞 ー( 西野田工高〉

主主尾 辰雄 ( 者[S島工高 〕

鷲 尾 健三( 教育委員会委員長 )

中野 今鷲尾委員長から指名があったので、彩、が司会

をします。本日此れからお話を頂いて、これからの建築

教育について色々の資料を与えられるよう街l協力願いま

す。御出席の方々はお話を承る際に、お名前なり御紹介

を兼ねてお話しを して頂きたい。一応前からの連絡もあ

りますので、先ず前回の模様を御報告する。雑誌の方で

お読みの事と思うが、かいつまんでお話しすると、前回

の主な話題は、初めに学校の制度が敗戦で変った事につ

いて、第二に学校教育の函で生徒のしつけ人間に関する

事、例えば礼量豊作法が良くない、叉勤務態度が良くない

のは因った事だと云う話があった。 これに対して、卒業

生が多過ぎないか、需要と供給のパランスが取れて居な

いのではないかとの話があり、第三に入社後、会社側と

してどう云う教育法をやって居るかが話に出て、 次に、

生徒の教育の仕方についてチ{ ムワーグが欲しいとの注

文があった。次に先生方の方から学校では年限に縛ばれ

て建築教育は不充分だから、卒業後其れを続けて欲しい

との注文が出、次にデザインの教育で、大変図って居ると

の学校のお話もあったが之も大変厄介な問題である c そ

の時にフランスの教育法が例にのぼり 、視覚教育をもっ

とやったらどうかと云う話が出た。更に学校に於L 、ては

最低線を何処に置けばよいか、之は大学と高等学校では

具るが、之に対して、水切とか、 トアの開け方位は知っ

て貰わねばならぬとお叱りに近いものがあった。次に今

の教育年限では、構造とデザイ γ を分ける事は難しいと

の学校側のお話し、事立は建築訟規を中心にして学校でや

鷲 罵 早速ですが委員長と L て御挨拶申上げますc 本 ればどうかとの提案があり 、叉建築土の試験問題は之で、

日はお忙しい所を有難う御座いました。此の会! 主御案内 は困ると云うお話しが出て、最後に学校側から卒業生を

にも叉 2 月号にも掲載しました通り、第 2 回の座談会で 送り出す待に、見込みがらると縫せんするが、成績全体

ありまして、今後も数回続行する積りです。 日本は人口 が良くても 、特技が無い事で落されるのは、人間教育と

だけは唯一の資源であるから人間を粗末にしては勿体な して惜しし、。iとから伸びるのであるから見所ある所を取

いっ故に日本に都合の良い様な人聞を育てる事を本腰で つて欲しいとの注文があった。色々のお話しが出たが、

考えねばならぬ。色々の角度から、働く業界に適した教 結論を出さなくても、方向を見出せば良いと思う コ

育を考えるのが第ーの手段と思われる n 業界の方の御意 本日 l工、竹腰会長を初め、先輩の方々が御出席になっ

見を承って、出発点在得る手懸りを得たし、から御遠慮な て居るので、沢山お話しを漬けるものと期待して居る ο

く申して頂きたい。記録と 言っても、一度御覧に入れて 業界の方にはお忙しい所、学校の方も年度末お忙しい所

者j¥合の悪い所は削るから、 重 複するけれど、ざっくばら 御出席頂き感謝する 。 どうぞ活滋にお話しを して l頁きた

んに仰言って頂いて、将来の手懸りを得たいと思いま し、。

すc この前は私が司会をやり ましたが、今 fj ( ; t . 中野先生 本日の題闘は( これからの建築技術の学校教育はどう

に司会をして頂きます。 あるべきか) と云う事で、どんな問題でも良し、叉前回

1 0  



め る べ き か」一 主 催 日本建築協会教育委員会一

時昭和 ＲＸ 年 Ｒ 月 ＱＹ ヨ自 Ｒ ｾ 寺ＮＳＧｩ 5 "守

於 大 阪 府 労 働j 会 館

のものを否定しても良しどうぞ御活j設にお願いする《 やって見ると 、こんなものをやるので; 立なかったと云つ

滝 沢 新 し い韻題に入る前に一つお願がありますn 私 て折角住友に入ったが去年止めて、も う一度法科をやり

は今日ここへ顔だけは出しましたが、突はこれから学期 ｴＮＺ｟ｾ 、と云って居る ‘ 父親は貴方が居ったために子供のー

末弐殺の夜件で・失礼せねばなりません せめて今日はこ 生を縮尻った ( 笑声) と云って居る ーょんな人も多い τ

の郊の会の責任のためと‘ 次間凶務の発明のム山 γ J-HI'tf: やっぱり学後に入れる時予め建築は世の中でこんなもの

した次第であります。 だが入ってから後悔するなと確めてから入れるべきだー

この前私は「結局人口問題だね とL 火、ましたが、そ 建築も広範闘で、デザイン、構造、施工、法規があり、

れは学校卒業生の就職問題というよりも 、もっと根本的 どれをやっても身を立てられるが、私( j _ 非常に具った学

に 日本文化の問題で、外国にて可能なことが日本で不可ー 問分野であり 、之を一括して教える所に学校教育の難し

自EとL 、う場合、結局この人口問題に突き当る 、 という含 さがあると思う 。之を一期間に教育するのは難い 、から

人で申上げたつもりで、す。御参考までに、ここに資料を 、ある部門を限定して、自分の人生に於げる使命が 止二

お討にかけます。少し古いですがアメリカのf溺| でして にあるかを見付けて英処に進むべきだと思う c 例えば施

(A.  P. Pi ct ograph:  P回 pl e &  L and， 1949)  9 ェー 工に進むべき人がデザインや構造をやっても将来役に立

カー単位に、ソピエトが 1入 、アメリヵ 1. 5人、イタリ たぬのではないか、基礎知識がすんでから専問的な事を

ア7 入、ドイツ 8 人、戦後 4 つの島にとじ込められた日 やるべきだで設計の方から云えば、構造と物を工夫する

本: エ何と 34人。悲壮と申すの外はゐりません。 デザイ ν と両方を兼備える人Ij _ 、天才は別だが、学問が

みに、今後のお願と し、うのは、こ の座談会は引つづき 異った性質であるから難しい R ょっきりした行き方を学

お催しの経、ついてはどうか茄い連中の窓貝も開レてい 生が決めるべきではないか教育の在り方について私は

ただきたい J こう L づ会には失々の機関の主脳者のみの こう考える もう一つ、最近心学生に就いて、親カ1相 談

窓えが出る傾向がありますが、若い下積みの連中、学校 に来るが、子供述 が建築にl主とんな分野が在るか知らな

から社会へ出たばかりの連中などの活ばつな意比た も是 L 、 事務所、会社、官庁の蛍絵、施工等とあるが、どれ

非お聞き願いたいのであります。 を択ぶかは問題である e 設討をやる人a事務所在持てば

中野 唯今滝沢先生から、人口密度抜群のお話しを承 良いが、之は慰まれた人だけが出来る主主・である 2 殊 に 設

つ，三が、 この惑をお含みの上皆さんの考え を注ベて頂き 計で援を成さんとする事は先づ困難だ 叉有名な建築に

たい ーー ナ最初だけ私の方から指名致しますが、先ず竹 たす. さわり 、後世に残そうとするチ ャy スも仲々少L 、乞

ｾ、先生に 、 概括的な問題を取上げて頂きます 。 施工の方に行く人は自分で詰負をするチ ャ ン ス を持て

竹腰 突然でまとまった事は云えないが、建築は特殊 ば、社長にもなれるが、官庁の技術者はーベ臣にはなれな

な技術で私の考えを述べると 、先ず建築の学問をしよう いー会社の営繕をやれば、建築物は会社の蛍利の方では

と云う人が、本当に建築家が社会でどんな事をするもの なL 、から重役にはなれなし 、c こんな j誌に考えると 、建 築

かを知って建築を択ぶかどうか、この辺を若い人は考え 家として世の中の最上積に上る機会がないことにぶつく

て賠ないのではなL 、かと思う 。私の経験から云えば、こ りするが、之は建築の世の中に於ける位置を知らないか

んなものを択ぶのではなかったと後悔する向が多い。建 らであるc 之等について学校の先生から説明が) E らない

築家(主社会に於L 、てはこんなものであると云う事をよく のか、お話し して居られないのではな 1. 、かと L 、う気がす

知って覚悟しないと不平不満が出来て来るc 私自身につ るc 次に一般に若い人はL 、きなり大家の真似をする人が

いて云え[ ま、始め化学の突験をやって、酸素、水素、窒 多L 、c 絵の方でも私の甥だが、電気の方を高工を出て東

素など出るのが面白かったが、その中に窒素が鼻につい 芝に入ったが、復員後、楽園田な仕事が厭になり 7宣伝手

てとうとう 化学を止めた。 3 年の終りに仕方がないので もやっ遂に絵を描き出した : 次にどう転換 したのかアプ

建築に行こうと択んで今日迄過して来た‘ 最近住友の建 ストラグトをやり始め新聞でE量れて、 1 年も経たぬ中に

役である或る知人の子息が、私が建築家として今日に及 アプスト ラグトの大家止なってしまったp 今の若い人々

んでいる事を話して建築をやれと云われて 、さて建築を は、 「図面が上手なだけが建築家ではな 1・三 上 手 に図 面
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が描けなくても 、頭の中でさえ図面が描けたら建築家J 先入観カ湖心、して居るのではないか、大部分はェ ν ヂ ニ

と思っている人が多L 、。修業時代はそんなものではな ヤーであり 、ア{ キテグトは極〈一部分ではないかごが1:

い。マチス もいきなりあんなものを描いたので、はない 3 間の人も考え直して貰わないといけないのではないかゥ

中野 今のお話しで大分問題が出て来ましたが、 この 中野 鷲尾さんが新しい問題を出されたが一応後にし

色々の問題を取上げて皆さんとお話しを進めたいと恩 て、篠原さんの万は。

う。こ の中で、建築をどんなものであるかを知らないで 篠原 今迄の方々のお話しの通りに、新制中学を出た

漫然と入って来る生徒をどんな工合に教え卒業させるの 人遼には職業コース選釈の能力が無し、 3 結局父兄が、景

か、この事について、大学の方で鷲尾、大倉、元良さん 気が良いとか、就職率が良いとかいう事で入れるので、

が居られるが、鷲尾先生どうぞ。 入学したら理くつを云わないで一生の職業的運命が定ま

鷲尾 今の会長さんの、入学の時に良く知らないて入 ってしまうことになる。結局学校を択ぶのは父兄の意志

って来るのではなし、かという事についてですが、私は新 による。業務をやって居る人の子弟は別だが、漫然と入

制の方は余りよく知らない。旧制の方、新制なら教養謀 って来るのが大部分である。

程を終えて工学部の専問課程に入って来る人々に就いて 中野 こんな状態でスって来る人を教える のに、学校

だが、私の所は、残念ながら構築とか熔接工学科に入つ 側は苦労して居るが、之に対して業界の注文はどん なも

て来るのは点の余り良くない人逮である。是非入りたい のでしょうか。

から入ったと云うのは右翼く一部分であって、試験は易し 渡部 学校教育では建築に限らず職場に適した人を作

いし、卒業後良さそうだ( 笑声) と思って来る人が多い るのが目的でゐる。建築の験場は色々あり、意匠、 憎

らしい。事務所か業界の; 人の子患で入って来るのは初め 造、凡領等夫々性絡が異るが、その兵った所に適した人

かザ覚悟して来るから、一般に成績が良ぃ。成績の良い を養成するのが眼目だから生徒の知性が構造に向くか、

機械ぞ電気の人達に交って、A グラスを維持出来る人は デザイ γ に向くかを調べなければならない。叉個性の問

少いように恩われる。就職の事もあるが、 この前益尾さ 題も電要である故に、知性と個性と両方女選訳してかか

んから云われたように、高等学校でも建築は入り易い方 る事が肝心である。小学校では個性に関する適性検査を

ではなかろうか。 打楽らかして居るので、こんな問題にぶつつかるのでは

中野 元良さんの方はどうですか。 ないか。個性的に選択する場所、方法を考え出さねばう

元良 私の方は私立でゐるから特殊性があるが、将来 まく行かない。小学校、中学校、高等学校で専門的に調

デザイナーを夢見て入って来る人が多いが、現実を知つ ベねばうまく行かないと思う。個性検査では、アメリカ

て失望する。もう一つ建築では成功が容易でな L、。スつ でやって成績を挙げて居るらしいが、 日本でもそれをす

てからでは手遅れだ。その前に建築とはどんなも のでゐ る団体、場所を作って行かねばならないと思う。会社に

るかをもっと啓袋することが必要だ。資格を取って卒業 入って間に合う人を作らねば問蓄にならんのではないか

さえすればと漫然と入って来る人が多いようである。 と思う。本人も生活の組にはならないn そのためには、

桝谷 私の学校は何分にも大都市より遠ざかっている 人間の選奴が一番大切であり、専門的に調べて、お前な

関係上入学に際しては、父兄や中学校の先生の意志も可 ら何々の専門家になる知能と性格を持って居ると云うよ

成り影響している場合が多い。併し今の 1 年生にして女 うな事を 見極めてやる事が大切だ、漫然と入って来る人

生徒二名が男生徒と机を立ちベて真面目に製図をしてい 逮を教えるのにうまく行かないと云って居られるが、個

る。こ れ等は始めから建築そのものたよく理解して入学 性、知性両方を研究して、入れて行かねば問題にならな

したものであって誠に喜ばしき点だと思う 。 いと思う っ人口問題が出たが、 どんな人間でも住居をも

大倉入学前に本人の素質が向くかどうか調べられた たなければならないのだ、人が多くなれば住居や職場が

ら結俗だと思う。叉今の制度では、入試が競争であり 、 多くなるから、心却ないと思う。ただ無駄な人聞を作ら

入学してから後、自分は建築を志願したが面白くないの ぬように。

で変りたいと申出る人も居る。 篠原 私の学校で或年の入学生に適職検査をやったが

竹腰 そんな事は外の科では少ないようだ。 ( 之 の 調べは不充分ではあるが) 75% が事務に適すると

大倉笈りたい人はさうさせてやりたいと学校側に交 いう結果が出て居る。技術系統に適すと出たら、我々も

君主するが、今の制度では自由にならない。叉自由にすれ 楽だと思うが、之等の人を 3 年間で技術家として出さな

ば色々の問題が起ると思う 。私の所はデザイ ν を主とし ければならないので、苦労する次第です。

て居るが、人学要領にもこんな性質の人が望ましいと譲 渡部 建築の見積、積算は事務の方に近し、。技術的な

スれるが、希望に燃えて入って来るのは% もいなし、。 事も主要らないし、性絡さえ合って居れば、事務系統の人

. 尾 % もあれば良い方だ。会長さんのお話しに私も にとっても建築を一生の職場としても充分な場所があ

向感だが、 どうも「建築家は芸術家である」との世間の る。
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松村 ζ にかく学校で建築をやらうとする人には、途

[..l3: なし正教えて欲 しし 、。卒業の時に請負に向くか、設計

に向くか、特質に応じて方針を決めA' L( まよい 建築は煎

じつめれば良い商売ではないが、本当の2与を云えti 入っ

て来る人 lょなくなる。( 失点) J苫の人は月給を貰って居

れば良いのだから楽だが、建築の大御所の子，[ ; j バ建築に

入れ' J : ¥' 、ょうである。煎じつめればぷ任者になれ( まつら

L 、尚売だ腕のある人で金もうけしようと』思えば自分で

やれは良L 、。

日野 松村さんの仰せられた後をついで一言申述べま

すc 先す' : f . ムは[ 史われる身分ーで結悩満足するのが最も適合

している旅です ( 笑声)

私の干壬験でよ 、 学校出の方々が失 ｬｾｾｾ に｛定立つのは、学

校を ｩｩｩ てから随分永い ｉｾｊｬ 経ってからである 教育として

( よ一般教後を少くして、技術の方を倣底的にやれば良く

なると思うが 、 高実それが出来なければ寧ら ｾｲ［ｾＧｊ 哉のゐる

体の良い人を作ればよいと，tt¥九家風に古うような人間

に仕立てるには、少なくても 10年位. よ永い自で見なけれ

ばならなし、。 6 年間に創ったものを 1 ヶ月で総仕上する

{ 立体か丈たで‘ なければならない 急に良い人か出て来る

ｾＺｈＺｴ難し ｌ 、。 20:年位経ってi初めて認められるのではない

でしょコか。次に入社試験の44だか、色々の方から准せ

んして煩いたものが、何自主落ちたかと云われるときに、

之々の怒自で落したとは・」えし、焼L 、 之からはとにかく

般拘な公正な方訟として伎 ｾｬｪ 的な恨認の Ｗ 、初Ｚ試験が行わ

れると以う 。そうすれば主観に左右される以な〈、公平

に出来ると，Ei 九 現 在 で は 各 社 共 8 f 1 Y 4 から試験して良

L 、者を与く Ji 1 ると云う風であったが、 入主討社社 ￭上一汎股てでＺＧＺｾ止就占訓月級衣カが :  

きまつ fニj カか、らと云うので一安心して、卒業か 3 j j である

のにもコ勉強しないと云うと，11がある後であるが改めるべ

きだ此の引について: よ聞くf . i l rl こよると広官j ι 乏が来て

いて就職，A験と学楽に附する一般注窓を促している。之

( 工入試ιl : j じく期可乞一定にしてやれば良いと思う 。

大倉 jく覧日記 t!_ 与L¥，、と学校で :ir話役う

日野 そうすれ: 工学校はもう少し治兄j ¥， 、てやれると忠

ふ前年の Ｘ 月 ＱＵ 日迄に凶会や試験〈どする ｾｬｦＺ 土無茶でな

かろうカ?

中野 たきな問誌が 2 つ出た。一役教養的な教育でよ

L 、とえう意見と 、渡部さんは似性をはU¥してやるべきだ

と云ρ れたが『

渡部 技術殺育には段階がある その専門学校教育' 主

どの段階で止めるかを見極めて教育せねばならなし、。 20

代なら2U代、30代、40代ならそれに応じて教育すべき誌

が定まると思う c リー〆{ スダイ ジエストに も響 いてあ

ったが、教育すべ き段階を考 えねば、その人 に適 した教

育は難 しいのでーはないか。

中野 その問題は後に残して皆さんにもう少し。奥付

さんこれから出る貸方の後輩 に対して何を望まれ ま す

か

喜 多 私は奥村の代理の喜多ですが、学校を終えてか

ら役にてこっ迄、相当年限がかかる、大体今迄は理論的な

閣が多かったが、実際的な閣をもっとやって頂いた方が・

良くはないかと忠、う c

中野 附ｾｾさん 、 貸方の立場では

岡本 根本としては、峨楽教育か否かにある， lJ . 、が学

校に入った時分は大学は原則として峨楽教育で・なかった

が、新制度で交って今{ 主大学と商工とは何れも職業教育

を与えるのが目的であるかどうかによって誌も変るが我

々の方から云えば、先ず施工見積面をもう少し強制した

方が良い 尤も根本的な問題は現状としては、此の前中

野さんのえわれた事に我々も同感である 此頃の若い人

代、 l . t く云えば欲気がなし、。惑く云えば、云われねばや

らなL 、:J ｾｩＮ 極性を欠いて居るのではなし、かと恩われる。

学校を出てからも教えてやる事が大切であるのは勿論で

ある《入社I話微の時に「施工の方合やりたい' と云われ

るのは諮負であるかららしく 、丁度支持政党の問に「自

由党 であると云われるように( 笑声j 我々の方ではど

うか分うなし、。途中でへこたれる人は事務関係でもあ

る

吉 野 入って来る人は兵煽凶さが欠けてか7る 先哲に

対しても友達tlZ¥' 、をし、中にl 主喰ってかかる人も l弄る

ヱミniiHでさえあれば必ずうまく行けると思うがこの点也

併である 採丹j 試験の時に得意なものは何かと附すぽ、

設J" がは主主だと云うから、建物の制限前さを陪.Ht ば分ら

ないと答える状態である‘

渡辺 勇， 先室長の方で; 怠JLの違っているのもあるが、

先付円安さんから云われた20年経って初めて ，.t!. められる

業態の惣しさから 3 年で仕上げるのは無理で、一般的な

告cJ政令与えれ( ま良いのではないかー即ち設計に就てはド

ソ Ｗ トマン ｾｲ ，Ａ 度、施工に就てはフォアマ γ 程度の技術者

としてはや ｪ も侍［ｾ及な技術のおＺ鰻を励む詐りでなく斗Ｇ索の

注芯) J ( 細心な 1 の主成が肝要で町あり 、その点、今の人( 正

法: ぷ「副長で 1 例を己主げれ(i 図r%i を鴇トても問分でしか読

めない図 i再を揃いている 突社会では之で( ; i : . ¥. 、けない

字伎では努めて、滋ちのない徹底したものを拍上げる袈

系を与えてｴｉ，［ｾしい

藤塚 fJ、の与えていること: ょすでに告さんが云われた

が ｾｉｩ だけ申泌ベた ｌ 、最近入社する人の中には細部の

名称を知らなかったり 、よHj員.;frUf. の時間が 1 時間しかな

かったと云っているが之では図る

渡辺( 勇) 今の意見には賞式である。教育時間が短か

く、6・3・3・4 としても 、 3 年か 4 年となり 、学校側では

そんなにやって民けないかと思う。

私の学生時代に強調されたせし、か知らないが、個性を

もっと強調 して欲しい。私の受けた教育で、は個性を尊 重

して平均点を取 られなかった。唱歌、図画、算数 と3 つ
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の平均点を取っ ても合j を意味するのか、建築では平均か

必裂かも知れないが、構造も製図も何もかも優秀である

に越した事はないが、何もかも良く出来る人は先ずな

い士平均点が良いから採用しろと云われても一寸、出て

から一緒に働くと云う事でチ ームワーグと云うか、 1 人

の人聞を中心としてやって行く時に、 どうしてもチ F ム

ザ 戸 P が必要である。学校でも 3、4 人グループになっ

て 1 つの設討をやって行くのが良いのではなし、かご個々

の人聞が責任観念を持って与えられた分野をやって行

〈。責任観のある人が必要だ。

中野 この辺で色々の問題を整理して学校側の怠見を

承りたいと思います?

先i'"f鷲尾さんからは、建築は芸術である事について、

反省をしなければならないこと 、渡部先生からは、学校

教育ではもっとテストの方法を取入れ るべきだ、 日野さ

んのお話 しでは、専門的に然らざれば健全な身体 と，思想

と云う穏健な事を云われ、叉同じく入社試験の時期につ

いて、喜多さんは実際業務をもっとやって欲しいとの御

希望、岡本さんは施工見積をも入れて欲しい、勤労意欲

をもっと持って欲しいこと 、吉野さんは真面白さが足ら

ないと人格の問題に触れ、渡辺さんは、学校でもっと基

礎的な事をやれと云われたっ

ままに基礎的な事とは何かと云う問題が起って来る ‘ 渡

辺さんは個性の尊重等と沢山問題が出たが学校側だけの

問題でなく、共通の問題として学校側の意見を。

益尾 渡部先生の御意見は結構であるが我々の手にお

えない事があり、田木全体の教育に関係して居る 3 私達

の学校に入ってからテストしても手逮れであるつ渡部先

生は日本の教育に欠けて居る所を指摘して下さった、此

の前の座談会で中野先生から現在の教育態勢を話して頂

いたが、高等学校の現状は 3 ヶ年で教育し、最少限85単

位をとれば卒業出来ることになっており 、之は 1 日5、6

1尋問の授業の智j になり 、その内建築専門の必修の時聞は

% だけしかなし他の% は一般教養をやるように文部省

で定められ、苦しい中で建築の専門の教育を行っている

実状にある事を重ねて申上げる 3

渡部 鷲尾先生[ 主建築l主芸術なりと云われたが之l土少

し〈古い時代の言葉で、. 今ではコ J レピゼ{ も 「家は人間

の住む器械である 」 と定義している。 この 7住むJ とL 、

うことをよく考えなければならないと思う。

鷲尾 いや、私の云っているのはその反対である コ

渡部 之は重大な問題であり 、今迄は 「建築は芸術な

り」 と宣伝し過ぎた嫌いがある。これからの家は機能的

であり 、経済的であり 、愉快に生活し得るというとニろ

二五点をおき、その上に出来るだけ芸術的であるという

ことでなけ，，ＱＮ，Ｎまならなｾ ' 0  

中野 この関連は叉後にして=

. 尾 先程藤塚さんからお叱・J を頂いたが、私の所l土
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施工の1待閣は坂つであるが、講師が見積の演習をされな

かったものと思う。学校で基礎的な事をやれと云われる

が、基礎をどの線に抑えたら良いか。

我々の所では施工の方にも重点を置いて行きかけた

が、教育の方法が分らない。叉之等の事は各社とも宍々

システムがあるが極右誌になって居り、此の目的は挫折し

たが、此の座談会を基にしてどうやるべきかを開いてそ

の方向に持って行く手懸りを教えて頂きたい。業界へ行

く人が多いから業界の方で積極的に意見を出して指導し

て頂きたし、。カをスれて頂いたら教育が修正されて行く

のではないか、文部省、学校だけに任せて居てはいけな

L 、 本人がどう適応して居るかは疑しいが、建築か ら逃

出さないようには数え込んで居る。

渡辺「勇) I l 必績の芳 しからぬものが建築を希望すると

云われたが、我々の時代はそうではなかった。それだけ

に!日観念で今の人を眺め るのは不可ないかも知れぬ3 昔

Ａ主芸 ｾｲｊ 啄の養成にあった。芸術家になる要素を失って詩

負業界に入ったε 然 し; 真の建築家には成り損じたが建築

家になる基礎的な事を勉強したお蔭で請負で'20年間暮し

て来て居る a 先程見積が出来ぬと云われたが、見積、積

算l主算i桁さえ出来ればやれる事であって、学校でやる必

要はないと恩う っ之を学校に要求するのは無理である 3

学校に於ては集合教育でなければ効果ない、叉は出来な

い点、の指導をして戴いたら宜敷しいのではないか。

犬家 学校側として終戦後に指導を受けて 、出て直ぐ

間に合う教育が必要だという事で、内容を変えて行っ

た3 その一つの方法としてアメリカから入れたものでまう

るが、職業分析を実施した。手間のかかる仕事であるが

私も目下や ・J つつある之を実施する時には教育をして居

るものがやるより業界の方がやるのが良いのではない

台、3

数学に迄基礎を郷下げるべきだと云う事には賛成だ‘

目的としては基礎的なものを伸 して、方法と しては笑際

的に演習をして行 くのがよいと思っているが具体的な l亘

については行悩んで居る。

中野 ! 敵業分析の話が出たが、職諜の笑態の中から、

何を主要素に持って来るか、業界の方からこんな要素を入

れて欲しいと御希望が出たら有難いと思う。之につい

て、鷲尾先生から共通的な問題即ち基礎的な問題とは何

かということに関連して御意見を承りたし、。

鷲尾 基礎的な話であるが、私は数学的な事に携るチ

ャンスが多いが、自分の出した数値には責任を持てと教

えて居る合之で正しいかと云う学生の質問が多いが、私

は此の場合突っぱねる。自分の数値に責任の持てないよ

うな人は業界に入って行っても役に立たないと思う c 之

[ 主小学校の時に遡って追求する必要がある。高等学: 終、

大学で考えるのでなく小学校の時か ら考えて行 くべきだ

と思う 。前回の塚本さ んのポヲ ュー ムとセ γ スを養えと



云うm: について色々のテストをやって行くような教育と

しては、所官官初等教育の方で注文を出すべきではない

か、各職場で独得のやり方をして居られるが卒業生は未

完成品であるから、之を10年或は20年間に仕上げて行く

容をされなし、と 、学校教育と云うマスプロの諜起では出

来ないのではないか。職場の方で基礎的な事を指摘して

頂ければ、どの段階でやれば良いかが分る。最高級のア

{ キテグトを作るのは卒業後大学院で養うべきではない

かと思う 3

中野 高校の方に一つつ

長尾 私共の学校では、兎に角都島にスりさえすれば

後は和j とかなる、と考えて陪る人が多い もう一つは、

菅の工業学校に入って来る人は、裕福な家庭の人が多か

ったが、最近は一般労自lif' 皆級の子弟が多い。そのため家

庭的に早く世の中に出られるようにすればよいと云う訳

で、方針も何もない。工業' 子・校を! 日れば臓が早く凡付か

ると玉三う兵合にやって来る。

私のi J T ( 主今年は、官庁から 1 人も申込みがなかった

年によって就職方向が異るのでどこへも向くようにイ上向

けなければ、就職の解決l主イぜかないのではないか、新制j

卒業生では綴りないとのお声があるが、 t設を! 1 うときに

女学校出の間に合わないのを歓迎する如く 、学校仕1を採

用して家風に合うよう育てて良ければ有熊いと思うの

中野 問題は中心に触れて来たが一般的な事と王手門的

な惑の意味、学校では何処へも向く主主本的な引を教えれ

; ま良いとの議論と 、職業的な教育をやって欲しいといつ

も議論が 2 つに分れるが、 一般的とはこんな窓l保で、専

門的とはこんな意味で要求するのだと云う容を示して欲

しし、、

渡辺( 勇j 間に合わない人は会社としては原えないο

会社でも官公庁にしても附狂で人を採用するのではな

い3 適 した性絡と専門的なものも持たねばならぬと思う。

一般的なものを身につけて、更に専門的なものを持たね

ば世の中に出せないと思う内例えば見積はアナりシス ー

分析である 同じ見績を行っても、色々な途中の籾lい問

題があるから、其れを細く分析して正確に出す習性をつ

くる所に教育の方法があると思う。

B 野 渡部先生の反論になるかも知らないが、技術は

掘り下げれ: 王掘り 下げる程深くなって来るものであるか

ら学授の 3 年間ではそれはマスタ ー出来ない。見積りも

笑際にたずさわらねば出来ない主主であって例え現在の工

賃や材料の値を知って居ても 2 ヶ月後にはどう変更なる

かわからなし、っ実際問題としては予測出来なし、。それよ

りも円満な常識を備えた人、自分が一生、之をやる決心

を して行 く事が大切である。例えばいくら技術的に教え

ると云っても、新しい這量&J] 定法のミキサーを知らない

先生 も居る し、叉鉄骨がこんなものだと 教えても 、熔接

や 新 しいドライプピ γ の工法等は突際に凡なければわか

らな l 、、叉最近の施工法の進展は目覚しい も の で あ っ

て、 このめまぐるしい変 ft を教えようにも先生方はつい

て行けない 例えば学校では本当の見積りを知らないな

ら知らないと云えばよいのであって、知らない もの全知

った風するという惑がいけない。 1 円も早く勉強してマ

久 ターする努力が必要である、叉業者もそれを受け入れ

る位の度: 量も欲しい。今日の学校出に専門杓な完成人と

して望むこと l工事実無理でないでしょうか

渡部 1 つの基本的な事を分析して行く惑が大切であ

る ダイジェスト! まかりでやって行くのはいけない。グ

イジ t ストして教えないで、基本的なeJrを分析して教え

て行かなければならなし、。現場を見せ、実際構造につい

ても民礎から凡せてやる c 設緒、構造、施工等現場に行

く‘ j; が PJ 切で、それが技術教育であると思う

益尾 渡部先宅の淘I怠見はよくわかるが、小中学校の

義務教育・でえいにそれをやって民かなければ高等学終で・

急にそんな f;::i 出来ない向参考迄に申し上げるが大阪で

ほ平Jt-: して: ヴ-校卒業生の5 5 %が高校に入って来るが、

それ今政官寸る中γ 校の先生l土手が廻らない 例えば中

学技(;):28人の先生で 1，300 人の生徒を叉 1 人の先生で70

人の生徒なおえている様な状態である 何とかこの白談

会から生れ出仁ものを教育界全体に持って行って小学校

. 中学校の教育から手前fしをせねばならぬと思いますっ

篠原 今日御出席の業者の方は大企業の方が多いが、

小企業でl土5 年10;手と育てて行くに耐えないで閉日から

でも役，I[ つ人を要求されますので止t点に悩みがある 昔

は 3・5・6 年制の職業教育を釣種績の段璃でやったが、現

在は 3 年の高校と 4 年の大学、中に 2 年の短期大学があ

るが、音の状態と比べたら、どれがよいだろうか。

桝 谷 施工についてよく認がでますが、 どうも彩、の方

では困った問認であって施工機械の如きものも、都市で

は学校の周辺に多くの現場があるから匹以こ了解さすこ

とが出来る 所が私の方では先ず写真の如きものにより

た体の説明をなし、機会をとらえて、突物を会得せしめ

ると官う )1 合で相当の苦心が必主主ーとなってくる訳です、

更に析しい建築付科見本の入手にも' 白折りだ し見積りに

| 涼して可収りの苦労がある 、完封zに時価の資料を得るにも

適当なるI - ' I E i 昔、もないっそこで我々 の最も望む所は協会誌

戸建築と社会 に土建ｾ係の際価表の如きものを掲載し

ていただければ非常に好都合と思う。

渡部 管も今も函ー主義でいけな1 ・e 大学でも高校で

も同じだコ

篠原 教育組織、その他についても悩みがあるが、高

等学校では丘教稼の% しか専門教育の謀総がない。昔l土

芸芸術家も養成 し得たが、今( 主到底出来なし‘。 マスプロ の、

技術屋を作る頃しか出来なし、

渡 辺 勇 ) 基礎的なものとは何かと云う御話があった

が例えは ｦｩｾ 語の解釈に就 て工 程表とは期日迄に完了する
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為めに何日頃資材を入れ毎日幾人の労務者を使用するか

と云うチ ヤ{ トであって決して大工が何人来るかわから

ぬから工程表がかけないという解釈は成立 しなし、。根本

的な理論が分っていないと実際問題として永久に反対の

解釈をすることになる。叉これを広義に解釈すれば人格

の養成、周到、総密な性格の養成であって一般の技術者

の養成と何等変らないものと恩う 。先程、鷲尾先生から

算術の問題は小学校の問題だといわれたが、それの出来

ない人に大学卒業のレッテルを与える事はどうか ? ( 声

笑)

鷲尾 京大、東大であろうとその算術が完全に卒業出

来るのは x 割位ではないか ? 自分の計算値にほんとうに

責任を持てる人はほんとうに少い。私が大連の工専で、ゃ

ったのはそれを叩き直す事で、あった。自分の計算したも

のに責任を持たすのは、なかなか出来ない事だっ

渡辺( 勇〉 算術と申 しましたのは初等数学の然も加滋

乗除の分っていない( 理論を指すのではありません) ・・

… 此の原因が高等数学叉は応用数学等に於てそのプ ロセ

スに於てはルーズな点があっても解かれた答えには大し

た差異がない。その通念が実社会で利用された場合万事

スライドル ール式のラフな行動となる。突社会に於て求

められているものは算盤式な答えであるにも拘らず正確

さを欠く 。名古屋大学ではソロパンを正課でないが或る

課目にはソ ロパγ を使わねばならない機な問還を出し

て居る。これは世の中に出てから聞に合う 。建築でも突

際的にそれを応用する面が多し、。先生方は結果を見て過

程を見遊して居られないか ? 基礎的な面に於て方向遣い

のない機教えて頂けば仕事は入ってからでも覚える。イ

ージーな考え方と態度は突社会に出てから指摘を受けて

も中々直らない。

岡本 旧制と新制の人とを比較すると 、相当相異があ

るように思われる。新制穴と旧高工とでは、終戦前後は

別としては菅の高専の人の万が間に合うように恩われ

る。之は根本的な事が頭に入っているからで 、今の人は

其の穆み込み方が少いように思う 。先程申した積算云々

は大体積算の方を馬鹿にする傾向があるのではなし、かと

思えるので申 したので‘ 工事の突施には必須の積算である

から積算の必要性、重要牲を強調して頂きたL 、。

中野 永くなりましたが、予定が 5 時 で あ り ま す の

で、此の辺で総括的に竹腰先生から街路怨を。

竹腰 今日は色々な面白いお話しを防かして頂いたc

承って居ると色々な議論があり 、意見の} 食い違いもある

が、先程云われたように機業分析が犬切だと恩う 。今迄

の学校の教程は古い時代のものを少し変えて使って居ら

れると思うが 、 ｾ状がだんだん変って来て居る 。 今日述

べられた事は総論であって、之を基本にしてもう一度や

り変えて、もう少し変化を与えるべきだと思う 。其処に

始めて新しい時代の教程が生れる。今日の事を基礎にし
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て職業分析をする。此れは大事業であるが、建築教育に

非常に貢献すると思う 。部分的な感想としては、芸術な

りや否やの問題( 土、芸術であり、もう一つ職業的な教育

については一応人間教育に相当重きを買いて"1gi わねばな

らぬ。責任観念を養う事を教育の基本としてやって頂き

たい。例えば神戸に出張するとする。会社は 4 時に退け

るが、神戸は 3 時で済んだ。事務所に帰るにはイ時15分

前になるが、そんな時に、事務所に帰るべきかどうか、

僅かな気持が人| 誌の一生を支配する。 もう一つ外の方面

から問題が起って来る。例えば、或る事を聞かれた時に

アイデアの全然無い人が居る。所がこの人は、徒に他人

のアイデアばかり批判する。叉色々とアイデアの多い人

も居る。私が点数を附けるならば、 この前のアイデアの

ない人は丙であり 、アイデアの多い人は乙であり 、甲が

附けられるのは、一番良い アイ デアを整理 して出す人で

ある。其の外に熱意の事もあろ う。責任感がありアイデ

アの多い事で、人聞の価値が定まるのではないが、この

点、を職業教育をやる人は考えるべきだc

もう一つ見習いの事であるが、経済的に英れを会社が

出来るか、出来ないかの問題であ ろ うが、色の付いて居

ない出たての処女を家風に合うように育てるようにして

欲しい。概して外を渡り歩いた よ うな人に良い人は少

し、。

もう一つ学校教育の範囲であるが、先程、積算工程表

も出来ねば因ると云われたが、学校ではやれない事でら

る。私の見た建築土の試験問題で、そんな実務の方が出

たのは仕機器だけであった。積算の演習をやらしても千

差万別で出来ない。概括的な観念を与える誌は必要かも

知れぬが、千差万別でらるので難しいと思う。教育では

出来ないが之も分析の一端であろうと恩う。委員会のこ

の仕事は時間と金を掛けてやって欲しし、。此際、此れ位

知識の広い方がお集りになっているのだから案外簡単に

結論が出るのではなかろうかc

中野 永い間お忙しい所を有難う御座いました。叉学

校側には 2 度も御出席を頂いて厚く感謝します。叉私の

足らない所を補って頂いて、今日は本当に収穫が多かっ

たような気がするの叉竹腰会長からは、高い所から御意

見を頂きました。勿i I I 布告訴命は出て居ないが、何か進歩の

方向に向って努力して行こうとする出発点、之を作り上

げて行くための職業分析が皆様のお助けによって目当て

がついたようです。 この方向に向って努力を続けようと

思います。筒今後とも、後経を教育して行くよでの名案

を出して頂きたし、。以上の外に委員長から示された色々

の問題、例えば中学校だけで卒業して行く人或は大学院

に行く人の私業はどうするかとの問題も碕って居ります

が之は次に解決する事として、仕事を進めて行きたいと

思います。司会の方で随分不接御無礼な事もあった惑を

て27頁へつづ< )



臼
----EE--

，

 

•••••• 

，

 

E

E

E

ノ

来日 lr 

飛 騨

文 松 本 儀 八

稿 用 万 色 雄

天 岸 正 男

竹 内
ニ弓f ヘ.  

撮影 天 岸 正 男

酒 井 徹 郎

前 こ と ば とのけじめさへわかりかねる白一色、わだちの音さえな

年来の宿望であった飛騨白川大家族民家の見学は廷主義 ければ砂廷とした雲海の上を行く飛行機の如く 、専は山

協会創立 3 5 周年記念事業各種催しの一環 として採 ヲ上 頂に近い高原の山肌を縫うて走る。

げられて、去年 7 月12 日現地調査の機会を得Tニカ ;、何分 平瀬歩危 fぼけ) 附近では、滝の如くに断言主から道路

時間的に制約をうけて落ちついた調査やスケ ッチ等が出 へ落ちる水の中をパスはスピ ー ドを憎して突き切った

来ず、 突候の都合もらって撮影さえ意の如くならなかっ が、小石をも一緒に流して居たので、車の天井は破れ る

た事には非常に心を残された。それでも標掲の 4 氏か ら ようなすさまじい背に 4 同顔色を変えて燦然と したスリ

紀行の原稿が寄せられ、叉数氏からの写真をも送 られ ルもあった竺

た。そこで木文は標掲 4 氏の原稿を取拾撰摂して一文と λ ス3 時間程で御母衣( みぼろ) に歪る 。大家主矢民家

なし、 題して 「飛騨白川紀行」と した。そして写真も数 の代表的なものと して有名な白 川村の遠山家のある処で

氏のうちから摂掲 2 氏の分を拝借して文を飾 ることかH:¥ ここらあたりからパ ス終点の鳩谷を越えて椿原附近 まで

来たのであるつ投稿の各氏に厚く御礼申上げたし 、こ を白川郷とされている。

そして、折角の玉稿ではあったが、編集の都合もあっ 飛騨白川郷の風物誌の序文に

てそれを取捨して替き改めた非礼のお許 しを求めると共 「飛騨白川郷の名は早くも平安朝の末、安元 2 年10月

に、文責: 土これをまとめた私一人にあることを申し添え 藤原兼美の許 11玉藻 H に見えている。白川谷に早くから

たL 、む ( 竹内 孝) 部落が発達し、京都の会卿の間に彼是と話題に上ってい

白 川 郷 た地であるーと詮さ れてある が、 白川郷即ち現今の庄川

越美南線北君主釈から貸切パスで長良川にそ勺 てさかの 白川両村がこの ｩｬｴ の別天地でらった事は既に過去のｾで‘

ぼる事一時間半、そこは標高 1，000 米内外、目黒近かく白 云々」と 記 されている 内

1上l 々脈の維峯大日ケ岳を西に望み、: w: は鷲ケ岳の連峯に 白}II 郷( 主岐阜県の西北部に位し、白山々脈の裾ーを南北

連なる蛭 ケ野( ひるがの) の美しい高原、有名な大日開 へ庄} I ! の流れにそった風物の美 しい山郷であるが、越美

拓団の開拓地となっているー絡である。今まで上; ) つめ 南線終段、北淡駅から当村役場の所在地鳩谷までは 64 キ

た道路l主ここから下り坂、庄}II の最上流をそれにそって 口、近時僅かにパメが遜つてはし、るものの、積雪の多く

下 る。丁度蛇ケ野は伊勢湾へ流れ出る長良川と 、富山応 なる11刀宋から 4 月末頃までの冬湖は全く交通社絶で、

を綴断して日本海へ注 ぐ庄川との分水嶺に当る 急用でもあれば途中で宿泊 して雪上を徒歩で

前日来近畿東海方面に[ は主記録的な大豪雨があ.ゾJ人、 さら 岡町Iへl出Hられない偏与袋zである。 ( 庄川を下つて宮山L県県へ出

にこの高原地一宇幣柵待悌』は主平均雨藍 2，780 ミリとしい、ヴう多雨の土 るコ - スは険峻で容易で. プfな£しい、、。 目下発電工事等に関逮 し

札地3、その降り方たるやまことに男性的、只阿f然k添ミとするの て道路が開カか当れつつあるが、ヌ本ド誌の 出る1頃長にlよ或は開通

みである。パスの窓は洗うが如くに流れる水の事長をすか の主主びとなるかも知れない。〉

して、はげ しい雨脚に頭をたたかれてうなづくばかりの 白川郷( 主東西約16キロ 、南北 34 キ ロ 余、面積は突に

樹木を窓すれすれに左に見られ るのみ。右は庄川である ;357 方粁という玄大さではあるが、地勢は飛加越 の国境

が、厚い雨しぶきのため対岸は一物 も見られず、 空と山 上に幡居す る白山々脈をけづる庄}II のー鐙谷の山地にす
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ε ず、| 俊憾な断崖の中腹や激流の沿岸に点仕

する部落の御母衣、木谷、荻町、鳩谷等から

成り、発電事楽の開発や、戦時戦後を通じて

の木材景気によって著し く発展した現在に於

てでも、僅かに戸数は 612、人口は約 3，2ω

という稀薄さである。

白 川 習 俗

御母衣に卓をとめて遠山家を調査したが、

これを記す前に白川習俗をのべなければなら

ない。

民習あって民家がきまる一一これは一般に

はあてはまる事ではあるが、この白川村の様

に、極端な僻地で、 日用品の何でもない よう

なものでも思いのままには手に入りにくく自

給自足を原則的に考えねばならない不自由な

処では、民家が民習を作ったーーとまではゆ

かなくとも、少くとも民習を規制して来たと

: ま云いうるのである。その民習はどうなっているか?

この地特有の大家族制を先づ数字でながめよう コ

白 川 村 方 面 略 図

ふ

白は』

;<町

4  

宝

Z

R
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( 白川村代表部諮戸数及人口消長表参照)

この表で昭和年代、木谷、平瀬等が戸数の増加を来し

ているのは、発電所や鉱山の開発、国有林の製材所設置

等があって、急激にそうし、う方面に労力の診入があった

事、殊に昭釆24q; の調査で僧加の顕著なのは戦争による

疎開定鷲があったからだと縫安出来る。即ち明治年代ま

では戸数は左程増もなければ滅もなく 、語って平和な芸評

を見つづけて来たもので、大正に3 } って発電などによる

近代工業の警鐘によって、遅ればせながらも現代社会へ

踏み込む胎動を始めた姿がよくわかるe

後表で 1 戸平均の家族数を見ても 、明治末期を最後と

して、大家族制jがくづれてゆく形をはっきりと示してい

るか、こういう村の中でも、殊に家族紋が多かったとい

われている 4 家族の経過をながめて凡れぽ、 fおそのデテ

- Jレがはっきりする。

交通の発達につれて一局地に| 授られた習俗も、逐Pくそ

の特色を失ってゆく事は何処も同じ傾向ではあるが、交

通未開拓の頃のこの地の大家族制はどうだったかを探つ

警

富

山

て見たい 3

極めて僻土佐の、而もこの地形、この地味では、往昔産

業のはっきりしたものが成り立たなかった事ははっきり

している。

耕地は極めて乏しく地味はやせて火回の耕法をする農

業では多努の者が命を養うことは出来ず、交通の未開拓

では山の量産体も雑草にすぎないo (金肥の手に入りにく

い僻地、或はやせ地では、数年間畑を放置して雑草沼木

の生い茂り叉枯れ朽ちるにまかせて多少土地の肥えるを

待つ。そして耕作の年には雑草に火を放って焼き、その

灰分によって土地の酸性を中; f ! J させて鑓種農作するつ数

年耕乍して叉土地がやせて来れば、数年放置して前の方

法を くり返す3 これを火回という。〕

それに淡水洞の而も最上流では漁業で生計の支えられ



写

真

①

遠

山

家

正

面

①

遠

山

家

左

側

μ
一
山
一
説

写

真

ｌ こ行われる交渉は ｴｾＱｩ ，Ｇｊ的に互に干渉しなし、とし、う習慣と

なって解決されたのでみる、但 しどこま でもそれば特定

の 1 男 1女の閉であって、不倫( 主叉鳩別にlli い制裁が加

えられたので、{命i益。 ii しれは絶えてなかったと伝えられ

ている。

この特定の 1男 1会: の交渉の間に子を設くることがあ

った時{ 工、それはどこまでも私生児として取扱い、母方

のノ〈家族のー負として生育される。 NJlち 1 男 1 女はどこ

までも同居しない内縁夫婦という関係でその一生を終

る。

こう L 、う不自由な土地で{ 主換金の機会も乏しく 、叉日

泊物況の入手も事を欠くので、家長はfT くの家人に対し

て小使銭や身・沼品を与える余裕はない。そこで一番容易

な方法として月に倹円の労働休円を与える♂この休日に

1 9  

① 

る答もなく 、結局猫額のJ f u に料、架などをMえて細々，ぷ

がらも食を支え、山に自生の: 食斥Z車線、果実、新芽等の

採取や狩猟によって副食物を自給し、山桑をつんでは養

蚕をなし、数日かかってまゆを! 日了へ持って :11て日用品や

綿衣と物々変換するのが生計のすべてであったにちがL 、

ない。

この弐国な経済事情が分家による財l逗分与を不可能と

し、家人の泊えることに伶威を感ぜしめる。この事から

子弟の結婚をみとめなし、一 ー と云えば非情にひびくが、

少くとも周囲の米が積寝的に取りもってやらなかった事

はうなづける。

子弟自身としても、生計の見通 L がつけられるような

耕地が得られず、新居を{ 乍る長主力の貯えなど: まこの地に

あっては日、いもよらぬこと 、勢い生家に留ってそのまま

労役に服して一生を柊りがちであろう 3

結局この形がま民代もうけつがれて、家長及びその絹子

のみが結婚、f也は皆独身のまま生家に留って労役に服す

るが、これに対して家長は一生それらを会扶越する義務

を負う ーーという一つの形がまとまって現在になって来

て居ることは容易にうなづける。

外i面的には、 こうし て 一 つ の 規 律、不文律が出来て

も、性的の問題は解決さ 芯 なL 、3 そして叉人口憎加がた

きな生活の脅或でーはあったにしても、不自然な性的の抑

制jがいつまでも万人がつづけられるものではない 白窮余

疏還の方便として、 ここ で‘ 主 1 男 1 女の間でのみ内密約



彼等l主山桃を猟狩し、或{ 主他の労役に服

し、叉は未開地を農耕する ‘ この事に依

て得た収入を しんがいと称してその人個

人の所得となし、これによって身廻品を

入手したり、或は同居しない妻や子への

用足しとすることになっている

これらは皆家長の権限を泊大せしめる

結果となる。家長夫婦の調理は多くの家

人のそれはと別になされ、主食も労役に

服する家族は、びえ、あわ、 であるに対

して、家長は常に米食である 3 家族は牛

馬の如くに働き、疲れては寝室の緩むし

ろの上に向性一室に雑居寝するに引換

え、家長は畳敷きの特別の室に起居し、

服装も絡夕、張った H 猿袴 H を着して家族の監督をし 、経

理を独占し、仏典をつかさどる 。更に家人のうち、男の

最右翼をえらんで ρ 鍬頭 H となし、自分に代って耕作労

役の計画、指導、 配分等を直接指図せしめ、 女の最右

翼をえらんで H 鍋頭 H とし、炊萄. の切廻しをさせると供

に、労役に適しない女老人を使って幼児のtl 1 : 話をさせる

事としている。

この家長権限の絶対性[ 主建物の平面構成、室内仕上に

まではっきりとあらわれている《

こうし、う大家族制! の形休はこのi也特有のものでなく 、

わが国古昔の一般の風習であって、奈良朝時代の戸籍を

凡てもほぼこれと同じようなもので敢て奇とするには足

らないが、この地一帯は世の移り変りから甚だ速く隔離

されていたがために、古風そのままの習俗を今日に伝え

ているので、現代人のわれオ〉れからは異風に感ぜられる

にすきrなし、。

又この地は平家の亡命説もあるが、 民謡の歌詞、 言

語、建築各部の名紘などから相当武家的な臭いの強さを

感じはするが、これをそのまま平家落武者がしのび込ん

2 0  

写真 ④遠山家の屋根裏

1、守の配置やその緊結のわら縄に繁人的の換しさがある。

床の竹良子 ｢ｾ えている。

だ地でt ? り 、ここに住う人逮はその来言語だとするのは飛

躍した説であろう ご 日本では、僻地となればなる程平家

がよく飛び出してくるものである c

以上のような慣昔、生言，- の笑態を- f ，Ci ; 頭に入れてこの

i也の建物を見たい。

御 母 衣 の 遠 山 家

この地の民家で、 伝統も古く 、 最も規模の大 きいも

の、一つであり 、保存も行き届き 、f立置も依利なのはこ

の御母衣( みぼろ) の遠山家であるc

平入 りの司' 家主主てではあるが、切妻の合掌造り 60度にー

近い急勾阪の茅護屋根で掩われているので、屋根裂の容

積は非常に大 き〈、これを 3 )醤に区切っているので、妻

側では 4 階建ての建物である ご市し屋根袋階は 3 )脅共間

仕切: 主なくて各照 1室となり 、同委からのみねYししてい

る。この屋根裏階は、遠山家では 3 厨だが、他のtl 、さい

規模のものでも 2 隔になっているが、この部分( ま皆主主主主

室となって、多勢の家放が居供するのは 1 階に限られて

いるc

遠山家の 1 階平面をながめて見る

と、一般農家の典型的な形式の十仕切

型がやや富有に発達したサ仕切型の域

を脱していないc

でい、 は男家人の渡所で18l t占犬、て

うだ ( 帖台の転化か) は女家人の寝所

で16<怖大、只さえ採光不十分であるの

に、囲炉裡の箆で・すすけて黒いニの 2

2藍で多い時で40余人という一家が男女

に別れて、各自の歴史を作りながら、

その人生を生きながらえた誌は、個人

尊重の現代. ，潮から見れば、全く不思

議な生活形態とも云える。

だいどこ 、は台所で食事主主である。

中央に 4 尺 5 寸角もらるような大 きな



写真 ①遠山家お込えの炉鍋

上部1に鈎り下げられているのほつりめよ、骨骨の万に小さい

ｪＩＧｾ ピが見える。

間炉健が作られ、これに大きな鍋寄生をかけて煮炊きしつ

つ、数十人の家人がにぎやかに談笑しつつ之れを取りか

こんで食事をしているほほえましい様がしのばれる。

おおえ、 は居間である。家族団療の釜・ともある。

ここにも 中央に大きく炉を切って 、その上には天蓋の

ように、つりあま、 がかけられている。四隅を太いわら

潟で天井からつり下lずた方 1 閉 経 も あ る パきな貨の子

で、 炉の火が勢いよく立ち上るのを防いだり 、 雨や雪

にぬれた物の干し場ともなっている 。 この つ りあま の下

に 、おかぎ Ｈお必ＩがつＮＭ，Ｚ，され て 易ミ ｾｮ 等 をさげらる様に

してゐる。部屋の隅にはやや小型の 2 穴かまどが築かれ

て、常に湯茶のくみうるようにされている コ

これら家族連の諸室はし、づれも手製のわらむしろをf 板

の間に敷いているにすぎないの

しかしこれから奥の内陣、おくてい ( 奥殴)J すといっ

ている答室、 おくのてうだ 〈奥の帳台か〉 とよばれる家

長室のこの 3 室は長押つきの立派な釜で勿論畳敷であ

る。

内障は仏典の間で、之れに向っている間口 1 間半に及

ぶ豪華な仏壇は民家としては珍らしし、。市もこんな僻地

農家基本型十仕切 富有? 型サ仕切

でこれだけの仏壇を営まうとするには余程の資力がなけ

れば出来ることで‘ ない。宗派は浄土真宗いわゆる門徒で

ある 全村同一宗派ときく 。元来この宗派は家作に要す

る位の技用を fム境にかける ii 表向がある。

内陣に i迂かれた塀風磁の殊数かけには、家人めいめい

の使用すゐものの他に、既に死 んだり他出したり した者

の使用した珠数もかけられて、その数は 100 を超えてい

るだろう 様々な形、種々な色、古色豊かなものなどそ

のいづれもが使用した人の黙々として因習に従順だった

が市し 生きることには頑強な信心深い山の人々の物語を

同めているようである 、これらの中にあって、赤いさん

ごの細々しい一聯は可憐な乙女のはかない命を見守った

ものか、痛く私の胸を打った。

下廻りには水屋、うすなが ( 納屋) まや ( 厩) があっ

て、まやには牛馬各 1 頚つながれていたが、広さは 3 頭

位づっ人れられそうである。その前が、 どち. Ｈ土地 ｾｮ ち

土問) で、家人達の出入りする玄関土問であり、 まやの

牛馬が通るのもここである。

どぢから上る処が、 えんげ ( 橡側か) で勿論板問、取

次に該当する処であるムこの突き当りが建具もない小{長

所で便器まは陶製のようなもののある筈なく 、1舎仮で巾 4

尺 5 寸、 奥 行2 尺湿の舟に背い杉の小校を入れてはね返

しを防いだ至って山の気分ゆたかなものである。この直

下は大きな使下位となっていて、長い冬のき疫居生活十こたえ

るようになって居り 、場所も戸外へ出られない雪ご もり

の聞の{ 足利さから手近かなここに置かれている。

阪と居間との問を、 しゃし ( 庇の伝化か、 ここでは廊

下のこと 〉を通って、だいどこ ( 台所) へ出られるが、

この廊下を越えて居間からその阪が見られ、叉廊下から

牛や罵の頭をなでてやれる程厩が彼等居常の部分 と空皆様

につながっているのは、牛馬も彼等の家族の一員だから

で、あ ろう 。

台所は煮佼場兼食事室だが、水屋は洗物やら風呂な ど

水仕事をする処である。かけひの7 1 < を引き入れ、畳 1 帖

程の大きな舟に泊々 と氷を流して使っている。汚れもな

く、尽くること もない冷い真消7 K の農宮さには、 平地や

都会に{ 主む者の目には全くうらやま しい限りであ る。風

呂はこの水屋の隅にL 、とも簡単に据えられてい る。

その他木小屋、薪置物、大使所( これも直下が使槽で

長い冬を越すために大きく作られている) などを包括し

て大体間口 15'm半、奥行 6 間 1'，の短形平面に まとめて建

坪は 100坪に余る。

この 6 間半の張聞を60度に近い勾配の茅護屋根で合掌

造 りに掩うのでその景観たるや素晴ら しく 雄大である。

府高は 12尺であるが、棟高は45尺余ともなって、遠回

から眺めた時はあたかも姻立式の天地倶元の宮造りがし

のばれる程、軒下と屋根の高さのプロポ ー { シ，，>，は極

端である。( 写真①参照)

玉石というには余りにも似つかわしくない程の大きな

2 1  



自然石とでもし、う可き石を礎石として、その上に乗せか る。朗り障子は勿論紙践りであり。この萎壁は前へ伏せ

けた柱の上端に軒桁を架し、之に奴首( さす〕即ち合掌 加減に作られているのでL 、ささか奇妙に見えるが、大工

をおき 、繋梁と筋違で之れを補強 L 、検強し、校には、 技術に依存しない素人工法で作られるということをf 前提

おさえびそ ( 棟桁) を架け渡して母屋木を並べ、くだり として考えれば、積雪にそなえるためにも 、或は吹降り

( 極木) かやした (小舞) などを配してL 、る。こ れは勿 の時の雨札輝をよくするためにもいい爵惣ではある。

論会部丸太である。屋根下地は5妻子をおいて 2 - 3 尺厚 平人口になっている脇の外壁一一丁度小便所に当る部

の茅葺 としてし、る 。 分の星まには巾 7 寸、長 4 尺程の、はんぎ、 がかけられて

合掌を始めとし柱廻りも非常に木柄が大きく( 柱は 8 いる 。食事の用意が整った時、鍋頭は之を叩いて家人に

寸角以上〉そして不揃である事は、建築当時このあたり 知らせるのだが、これをきいて附近の山や回や、或は川

には大きな用材が有り余っていたことを物語って居よ て働いて医た家人が、仕事の話、天気の話などを声高ら

う。 かに談笑しながら 3 人 5 人と集ってくる有様は全く平和

屋根褒各材の緊結は写真①でも見られるように、釘、 なのどかな惰素だったろう。

鎚、 鉄線など一切用いられず、艇となわ 過去数百年、雨雲にふれ、風地震にも

締のみである 。 圃圃闘圏覆面醸譲襲謡謹題調盤盤 たえて来たこの建物は、全く古色そう然

この僻地では鉄製品の入手l工事歩折、 可塑聾謹話議選謹懸鞍務怒議縄躍君臨 としている。そして世の移り変り、人の

簡であったろうし 、この高さ 40余尺にも 園周開園置麗欝縮製謹童謡霊爵蓄電 情のはかなさ 、そういうものを永い間見

なろうとしている高い建物の風当りや地 遺議議塑竪翠議議議議議議議つめて来てよく知って居りながら、一言

震に対する耐振動的構造からも縄締め議錨i . Ar I 盤藍察護諮認盛接懇震 も云わずに山の裾にだまってうづくま

は 、 それが腐朽しない際りは理想的でトあ斗切窓 ｦｾ 靖麗ヌ監 察 議襲被欝譲っている奈のたくましい事には心事| かれ

った事は偶然の一致というものか ? 役時論議麺盟理h墨纏露払総必翻 る。 この建物の附涯で、古翁が山へ、ま

これはあたかも京都祇園祭の鉾の構造聖哲夜議緩理園匪艶欝嬢顎藩聾襲撃 ぐさを苅りに出かける処を追いかけてカ

を連想せしめるつ天保年間の{ 乍だと云わ

れるかの豪華な面谷鉾を始め 、月形鉾、

長刀鉾等極めて不安定中目なあれだけ高い

鉾を、多勢の若人で都大絡を引限り廻す

ので、その激しい振動にたへるために継

手仕口の緊結はすべてわら縄まきで、純

の稀力性がよくそうした街激の絞白得と

なるのである

写 真 ① 遠 山 家 の 御 老 人 を

メラを向けたが、古翁一言も語らずにに

っこりと咲って立ち止まられた。平和な

そして信仰に生きた強いこの努をながめ

て、この建物もこの古翁あって一段と価

値を高めていると思われた。
一寸失礼

今 し がた、ま ( . ｾを 刈りに ｬ ｬｩ へ品

ょう芭 ずる古翁 にカJ ヲを向けた

b にっこ り怨笑。卒和 その{ >o) ， 

お鼠が私的主 ぷt: t:二残っている。

叉ここのかj 、屋の前でとらえた古勉の

スナップ、 腹の曲りは、 この建物の様

に、永い年月天災と戦い、苦難にたへて

来た歴史を物語っているようであるが、
小屋裏の凡ての緊結のわら縄も 、裂の

3震の子も木部も数百年( 創建から 300 年位経過している

ともいい、叉 200 年伎と もいわれている) の閤炉裡の艇

に漆黒となっている。 土地柄は極めて湿気が多いので、

この; 煤と湿気のために建具や床板までさ々がら漆塗りか

とまがうばかりに1自分がにじみ込んで艶かとなり 、之れ

が防腐の役目を 十 分果して 、 今日に於ても何ｾ［のゆる

みをJ見せず、叉最近修理したと見らるるような個百円 もな

い。わら縄や醍授がかくまで永くたへるとは、会く 1ヨJ 主

の想像を絶するものである さ

外壁は全部板張りで、土壁'乃イ史われていないのは 、冬

期の積雪が10数尺にも及ぶからであろう っ

屋根裏階一一 つし とよばれているが一一向れも台所

及び居間の図炉裡の直上部あたりを広く竹の授の子で夜

の代りに張っている。 これは炉の沼気をそのまま上昇せ

しめて屋根袈階をあたため、養重量のための採援に利用し

ているからである 。勿論囲J頃裡には甥突はfr られていな

し、ので痩はすっかり屋根裏金占領してしまうのだが、蚕

には一向姪は害にならぬらしし、。

大きな萎墜は各階明り障子と雨戸とがはめら れてい

2 2  

それで居て何の清い影もなく 、不満の発もなL 、。建物が

稚拙なところがありながらも 、古い歴史の光で全く美し

く詩 fGされていると同じである こ

荻 町 の 和 国 家

白川行の第 1 用は遠山家の調査で終り 、雨中を鳩谷の

旅会へ急ぐ

翌日はようやくにして天気も情となった。数日目に仰

ぐ青空であるc 明けやすい夏の朝とは去L ・ながら、然心

清 掃 作 興 も 大 阪 ・北区徳橋Ｈ産 後 ｾ，レ 前 Ｉ K K クグ トク

倒 引 受 し ま す 禁AV 12腎 Fjレi 雲院:3



な一行( 主すでに 5 時前から起き出でてF付近の民家の集落

を視察していた p 今日は帰阪の日ではあるが、出来る限

り早く宿を出て、時間の許す限り異色のある建物をさぐ

り、往路雨にさまたげられた風光の級賞をもしようとい

う予定である。

朝食もそこそこに Ｖ Ｑ 待宿を ｬ 封た 。 Ｑｾ｟ 谷を少し出たとこ

ろが荻町で和国家のある処、一行は車からおりでこの家

を視察した。

昨日来この方面の民家で著しく私達を珍らしがらせた

のは、どの家もどの家も屋敷に限界がない事と、庭木の

ない事である。柵もなければ生垣もなし、。家の怒ってい

る土地は境界らしいものもなくてそのまま山へ畑へとの

びて居る。建具の戸締装置も不完全で甚しくはついても

居なし 、 Ｓ この民家の構え方から 、 ｾ縫のない土地柄であ

るc_ 1: .  ( こんな僻地で、しかも町の方へ出る道は 1 本き

りで歩けば駅まで 2 日は桜するような処では逃げ方がな

いからだろう 。〉 や、生活に邸宅街のない事、訪れ来る外

客 ') ) 殆どなくて見栄を貴fii る必要もない事を示すのであっ

て、それだけでもさ ｆ 会人にはｾ曜も出来な ｌ 楽天地だろ

うc

夏の夜夕涼みする都度思うのは、この世に蚊や蝿と盗

附とが居なかったらどんなに極楽だろうーーという萄て

あるが、ここ白川! 郷はまさにそうである c 盗難もなく、

見栄も主主らず、それに蚊も蝋も阪なし、

庭木健石のないことは、屋敷につづく山々には、齢数

百年ｾ ｾ 数える老樹が や 々としげってし、るので、彼等の隆

はその自然の山であり自然の木であり、そして広い青空

で ゐって、ｾ＿Ｑｩ額の地 ｩ 二 建物近く小さいＪを植えて見たと

ておかしくて一一・とでも L 、う処だろう 。 そうした環境の

中にあって和国家のみは一つの区割らしいものを設け、

答座敷の前は泉水を作 少、庭石をおして植込みをして生

包で外部と遮断して、地続きの干雪国が凡えないようにな

っている。そして他には殆ど凡ない土演が、外壁の上部

だけ漆喰の白さをのぞかせて、本民の大きな茅主主屋根の

切婆と対比して美しい突を山裾にひろげているc 人口脇

の老母) . 主思い切りな伸ばし、せいを同くして母屋の屋根

を抱こうとしている F 生垣といい、老樹と L 、ぃ、山家ら

しくのびるままにして、器用な庭師的に天¥j り込みされて

いないので、却って大自然によくとけ込んで素晴らしい

実しさをただよわせているつ ( 口絵写真参照)

間口 12罰、奥行 7 問の建野92坪、屋根劃皆l主2 層で遠

山家よりは規模が小さし、。建築年代も 160 年位前と云わ

れているが、工法の細部、平面の構成などから見ても 、

遠山家よりは住宅として進[ じした形であるだけに可成り

年代にへだたりがあることに判断出来るc それだけに住

宅としてなじみ効く出来て居り 、保存手入れも行き届い

ているc

当地の民家研究には、遠山家とこの和田家とを比較研

写真 ⑦

左l志水屋

右 lま木小

屋

いろいろな

農兵がおか

れている。

水量的中か

ら木小屋 0 )

!i trへ か ぴ て

水が涜れ出
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似の摂の幽
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白

わ
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究して( 士じめて 「修りゆく住宅の姿」がはっきりするよ

うに忍われる。 この意味でこの両建物は同じ稜度の重要

さがあろう 。

遠山家の主体はむしろ屋根裏階の ρ 働く床かであって

構造可能の限り最大限この面積含広くとることとし 、 1

階( 主労力蓄積のための飯場一一不穏当な言葉のひびき( ; t

許されたいーー と私は見たい。和国家は殆ど屋根勾配も

45! l [ にまでゆるくなって、従って屋根裏階は 2 層で、こ

こで養蚕されてし、ることは同様であるが、 1 階イ主部分に

いちじるしく繊細な神経が通わせである。

j j ! f J ち家人のための内玄関の ろじ、 と答のための玄関と

が別々に設けられて後者[ 主相当立派で大きくなっている

こと ご内玄関にある便所は仕切られていること 、家の 中

から厩がよく見えるようになって居ながら牛馬の出入り
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1 寸

白 川 村 脇 町 和 国 家 の 平 面 図

は家人の口とは別になっていること、火の端の一部が街 側とは溶の様なノj 、川が流れて限界を劃している。澄み切

立で区切られて一部は取次に使われて、取次の間として った山潜水一一泊測という言葉がぴったりと当てはまる

の先駆の形をあらわし初めていること、客の本座敷に次 ような水がゆたかに流れている 。裏側の小)11の水を水産

の陶のついて居ること、そこの数制がたたみ橡となり、 の中へ早| いて水舟に入れている。

その外に土庇を作ってぬれ橡を設けて居ること 、その他 左妻測には表に泉水、裏にニヒ夜、その閉が前裁で敷地

下廻り 諸室の組合せにまで非常にいし、まとまりを見せて 境界は生垣となって居りそれから外はやや広い回闘で鳩

いる。( 写真の①遠山家のものと③の和国家とを比絞さ 谷の方今開けている 。回国から敷地が 1 米lまか し高いの

れたい。〕 でそのひの土留めを玉石積みとしてその上を生垣とされ

敷地は何処も同じ最少限のものである つ即ち90余坪の ている 。

母屋と土綴とを納める限度のものであって、その敷地の 仕口工法の細部を凡ても 、叉木鼻に彫刻の施されてい

右委側方向はそのまま畑へのびて居る。そして表側と褒 るのからも専門職の技術によって完成された事がよくわ

1 ・61 ・69

701・2564

7 5 ・376
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写真⑮ 渦 谷 の 集 落

伺じ方向に衰を向けて行儀のよいた Y ずまい 0 )11'料小屋の

ような小 2 い仮設的の ものでも母屡芭閉じ形、同じ作 りで

ある 。

かり、遠山家の ρ 素人的工法 H と面白く対比されよ う。

民 軍 医 の 集 落

この地特有な大家族茅葺合掌作り建物が、ややその数

がまとま って集落体をな しているのは主膨谷 ( 国鉄パス白

紙線終点) や、その少し手前の萩町である。四方山にか

こまれた盆地で、{箆から平坦地は殆ど全部水田である。

その回の中を最少面積様土して 1戸 1戸が或る距離を

置いて蛍まれている。 その殆ど全部は屋根裏階が 2 隔

で、問じ方向に婆を向けてつつま しくたたづんでいる。

この大きな傍庭に附属して建てられている肥斜小屋、土佐

肥舎などまで、同じ様式の合掌造り茅3妻、柱は 5- 6 寸

角、尉涯を越えめ落し式に入れて壁 とし、 母屋と同じ方向

に建て られている。大きな木柄、総櫓なんて都会地では

見 られない倣努さではあるが、木材の盛富だった昔のこ

の地では却て 3 寸や 3 寸 5 分角の小材にひき割る事は高

価であったかも知れなし、。

合望書造りの民家集落とは去っても 、そういう構造のも

のは多〈ても十銘戸、普通は数戸集っているにすぎな

い 。 他 はすべて屋根勾配 ＱＷｾＱＸ 度位の非常にゆるい板

F 目

大 会 株 | 合 ' 防 耐

阪 社 式 理 錆 震

‘ 電 市 的 完

話 北 奥 エ 金 耐

場川 木区 村 法 火

@ 幡 夏 賢 中 軽

5空Z 衛 任 空 宇

za五 商 施 防 竪

王主石置き屋根、言葉や草子( 14 尺 5寸程も思い切って出し

詩 た雪多い山地特有の形式の家である。間取りは合掌造

りのものと大同小異巧しく、叉殆ど 2 階建てであって

Ｒ ｾ 皆部は養蚕に使われているようで ある 。

即ち 合掌造りのものは皆相当年数を経た古い家であ

つで近代のものは凡て後者の機王えによっている 。これ

は茅の蒋給関係と労力の函からそうなっただろ うと 思

われる。

屋根王まきの茅 ＨＱ 大 ，体 ＲＰｾＴＰ 年位の寿命が あ るのだ

が、市し屋根が大きいだけに 1 戸を葺き替えるには相

去最ｾ茅を裏 する 。 而し之れを裁培する茅場の面積は

非常に乏しくて且つ貴重であるので分家を してもこの茅

場だけは分与をうけられない慣習になっている。それに

この主主替は自己だけの労力では出来ず、さりとて専門の

職人がある訳でもない。合掌屋根に住んでいる彼等は皆

共同体で、各戸の /1民番をきめて自分の畑に出来た茅を持

ち寄って彼等共同の労力によって彼等自らの手で葺き替

えをして来ている現状である 。 この労力交換と :茅場の陸

路があって今後こ ういう屋根の家が数を増すとは考え ら

れなし、。それから往昔こうしづ民家を蛍む場合、 1 階部

分は大工の技術によらねばならないが、下家i部分内産恨

袈隠の部分は皆部落民総出で、その素人の手によって作

られたものである。即ち彼等の共伺合作の美しい民芸品

であるが、近時の思潮か らは共同作業にやや難があり、

それに大工妓術が分業化しているで板葺屋根として屋根

まで大工に まかせてしまえば何の煩しさもないという事

や、最近の交通の発達、附近の工鉱業の開発などによっ

て労銀が容易に得られて分家が自由に行われて犬家族の

必要がなくなった事、叉養蚕をしなくと も生計が立てら

れてゆくこと、こうした事情などを考えると、白川村特

有の風俗慣習、民謡や語り、 ( この地の民謡や言語りは素

晴らしく傑出している) 言語、人情、 日用品の形、そう

いったものは現在あたりが最後の名残となるのではない

だろうか。

庄川は電波、開発にかつて大 きな社会問題を起したが、

それが解決されてから至る処にダムが築かれた。叉最近

遠山家のまbる御母衣のやや上流あたりに出力の素晴らし

く大きいダムが築かれよ うとして既にボ ーリング工事に

かかっている。 この僻地 もこうして近代産業に大きく寄

与しようとしているので、淡々この地の異風は急速度に

失われゆくだろう 。

2 5  



写真i J )

明善寺山門

J. J t f は鑓縫芭

なっている。

鰐: u 慨が見え

ているのも聞

く汗らしい。

写 真 @ 中

野御幼中門

周図の若すべ

てから1 l I 反さ

れてわれ一人

の4 一一芭い

う形。これは

いつまで絞〈

やら。

写真⑮ 中

野御坊娘様

ｾの仮にはＧｊ｣

顕 忽E 翁花の

彫り後 F がさ

れている。床

の侮い玉石の

よに陶疏に置

かれたl l ! 物。

ここで私はプル{ 人タウト氏の円言回Pの H 飛騨白 )11

o の一節を御紹介しておきたい。同氏の訪れも私達と閉

じように相当の大雨だったらしい。そして平瀬、御母衣

の方面だけで、鳩谷方面まで歩をのばされなかった儀子

で‘ ある。文中の郵便局とあるは遠山家に隣接して設けら

れ、遠山氏が局長をつとめて居られる。写真①の右端に

自ペンキ塗板壁の見えるのは、同家から郵便局への渡廊

下である。

一一一1935- 5- 18一一ー

そとはどしゃ降りである。 9 時に来る自動車がなかな

かやって来ない。伝達は借物の傘をさして 2 粁もあるか

ねばならなかった。荷物はあとから自動車でくることに

なっている。

すっかり足をぬらして御母衣の一番大きくて立派な家

2 6  

( 遠山家) につL 、た。ところがこの古い家に俗悪な郵便

局の建物がくつついている。 これも自動車文化の余波で

ある。

この辺のJ家は60;3t も険しい勾認をもった藁主主屋根であ

る。構造は極めて論理的、合理的で、日本ではまったく

例外に属するものだ。屋様は 4 照あり、合掌屋根はドイ

ツの家屋そっくりである。一一云 4

そ の 他 の 遺 物 異 色

比較的新しく建てられた民家は既に前に述べたように

絞壁石置屋様、その勾想も 17- 18 度位の極めてゆるい

もので、菜、野共 4 尺 5 寸程も出ている。この深い出を

支える出し: 桁や持送りの木鼻には繰形が施され、板持送

りには雲形彫刻がなされている。こういう作りの家も非

常に溶ちついて、中には環mにとけ込んで全く美しいと

見たものもあった。 も少し時間に余裕が為ったらし、ぃ掘

り出し物が得られたのかも知れなし、。只私達のこの時の

眼は合掌造り屋棋のものばかりを飢えたように求めてい

たので、こうしづ比較的年代の新しいものを見定める時

聞が乏しかったさ1" 1 = は名残惜しかった。

面白く凡たのは霊長町の胡善寺であるa 本堂、/f! I. 僅共勾

闘の急な合掌造茅葺で、殊に庫短は古風民家和国家あた

りのものと殆ど兵奥はない。

山門は二層建て、上回は 4 脚式の: 笥後となっている

が、屋根を茅で厚く葺いた入母屋式である。割合新い、

建築ではあろうが、厚い茅主主であるだけに非常に玄苦し

くて不安定相ではらるが素晴らしい異色を以て私達の自

をうばった。当寺の建物も民家研究家の: 食慾をそそるも

のだろう。

叉、中堅手に所在する御妨がある。照蓮寺とめ; されてい

る。

盆にやござらぬ祭にや見えぬ

ござれ 9 月 の 回 復 に。

おらもゆきたや中野の御坊へ

参りたi ，、よなお絵様を。

などと民謡にも唄われ、例年9 月の仏会には飛騨高山

の本坊から i創的が派遣されて大いに賑いを呈する由でら

る。主t " ，谷に現在礎石のみを残している嘉念坊開基の坊を

その10世関心が永E 年問、鳩谷からこの地に移したと云

われているつこれは叉天正の宋に高山へ移されたとも伝

えられているが、ともかくこの坊は本尊阿弥陀如来、始

祖は蕃俊上人( 後鳥羽院l 2皇子〉だという。

建物としては中門がある。 H 聞かずの門 グとも云われ

1 間 1 戸 4 脚門、切妻造槍板主主、方柱、まばら極、天王

6 年の建築とも云われている。往時代官以上の身分の者

でなければこの戸は聞けられなかったというので、庶民

には殆ど聞いた処は見られなかった事だろう。この門か

ら両側へのびている筈の築地塀は倒れ桁ちて今はなく、

僅かその端の方に痕跡を止めているのみ。グ開かずの門

川主全く孤立して今では、聞ける裏のない門となり切っ



写真⑪ 白川路の一点嫡

段守畑の彼方深〈て厚い木立の繁み、白書し方、 行手の温は

羊臓の知〈見はる曲、せる。

ている。それでもこの 2 枚の扉は、時代が移り世が変っ

ても依然としてお役目大事とばかり、厳重そうに問をか

けてカみ返っている。これは笑えない一つの人間の姿か

も知れぬナーーと思いつつ、それでもこの道化芝居を見

て彩、は微苦笑を禁じ得なかった。

この中門を這入って右手に建つ方 3 間の簡単な建物が

ある 内放桜であって、望後様のものが屋根の上にのせら

れ、そこの板壁には一方に火現窓、他方には菊花寄付塗と

陽に彫 りねかれている。ここ tこ太鼓が置かれたろうか、

現在で { ! I I 建武元年 3 月12用安国寺グの銘がある先鋒が

ある由だがつぶさに見学する時間の余裕がなかった。 こ

の鐙はもと吉域官官国府村の安国寺のものが移されたと云

オコh てL 、る。

パ7，は晴々とした空の育さの下を強い陽射しをうけて

北獲へと急く o

美しく山の傾面を耕された段々畑、集団した家並み、

影の深い老樹の繁み、空気のさわやかな妹、空の美し く

も深い紺獲の色、昨日までの大雨ですっかり今日は見違

たとうものもない素晴らしさである。殊に秩の錦織

は目覚むるばかりだろうと想われる。土地の人々か

らも秋には是非も一度訪れてくるようにすすめられ

た。彼等にも秋の景観こそ誰れにも誇れるものと自

信をもっているらしい。

この方面の紅葉は近畿方面より 2 週間程早く、 10

月下旬から11月上句ときく。あの山姿あの難谷、そ

してあの消流あの白石が責奨務嘆に飾られた風光を

想像すれば、私の旅情は無性とかり立てられる。

筒この見学行に種々とお膳立てを願った白川村々

長東馬武雄氏、御案内を願った同村観光係員宮窓努

雄氏、それから民風や当地の傑出した民穏や諮りに

ついて、上手な話術で解説を賜った当村中学校長和田繁

氏にたfしてここに改め て厚く御礼を・申上げたい。

写真⑬ 白川村萩町和国家

母騒の白い陣子、土磁の白い壁、それをつらなる石鍾芭生

鏡、 t q立ちのぼる1 1 . 1を背にしてまるで詩の縫地でめる。

お 断 り

この玉平均は昨年の九月に預いて、種々の都合から延々

なにり 、遂に今日に及んでしまっすこ。御多忙中にも拘ら

す・、御執筆を頂いすこ各位に対し誠に申訳けない次第であ

える震の山気の消新きである。パスを途中で停めて窓外 る。叉践者諸氏にもお詫び致します。 係。

を楽しみ、深々と深呼駁した事: も数次だった。

長良川、庄川にかけてこのパスの白域線の景観は何に

建 築 窯 虞

ユニヴアース写真工霊位

森 圧 次 郎

大阪市南区笠屋町 4 呑地

〈低周防町三休樽筋角〉

電 話 南 @0  2 4 0 呑

( 16頁よりつづ< l

五許し願います。 どうも有難う御座居ました。

..尾 どうも長時間有難う御座いま した。申し上げま

した通り色々違った方面の方と、今後とも座談会をやる

計画をして居ります。外の方面の方との座談会の時にも

どう ぞ御遠慮な く、御出席下さって意見を述べて頂きた

い。大分問題が進んだと思いますが、色々の御意見があ

れば、文書なり直接にでもお教え下さい。今後と もよろ

しく御協力をお願いし 、たします。

2 7'  



写真説明上より

1  岐阜県高山町日下部氏宅内部

2. 岐阜県大野郡白川村御母衣遠山氏宅つし ( 2階〉

2 8  



写真説明上より

1. 岐阜県益田郡下呂村少ケ野地主の家 ( 2)

2.  岐阜県大野郡白川村治谷藤井氏宅内部

( 大塚巧‘ 艦発行民窓図集より暢載}
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私 7こ ち の 国
建 築 史

産量
( 4  "  

全 保 母

林 野 全 孝

主胃
副 昆

前期一ーその 2 一 一

大きな古墳を造らせ、立派な服装を5ぎた貴族、家族た

ちは、どんな住居を持っていただろう、叉、神社建築は

住居と関係があるかどうか、叉なぜ神社が発性したの

か、本編ではこれについて考えて見ます。

住 居

泊輸より一一A D4 0 0 年噴よ り後のことですが、古墳

に盛にハニワが用いられます。 これは、第 23 図のよう

に、円筒のハニワが、柵のように古墳を取り巻き 、その

中に武人や男女のＨ象や鳥 、 馬や、特に棺の上ｾたりに、

家屋のハニワが並んでいます。恐らくは死後の生活を表

しているのでしょう。この内、群馬県雰凋村の茶臼山古

墳C A D士400) から出た10聞のハニワ家は、どんな配置

をしていたか蕗念乍ら解り ませんが、非常に面白いもの

です。 c第24図) 恐らく配置は、主殴の左右に副慶が故

び、 6 個の倉がその後方に主主び、納屋 C? ) が隅にあっ

たので・しよう。この頃シナの影響も十分に考えられま

す。 このような建物が、第 1 期には絶対に無かったこと

は、遺跡からはっきりわかります。

このような家は、貴族、家族のもので、一般人民の家

ではなかったようです。考古学の方では、この頃の住居

主d : はいぜん第 1期の延長的なものでした。( 第25図)

ハニワを作った人遠の集団住居祉が大阪市杉本町にあ

西

3 0'  

9
o  

λ 6  

. - 0<0 

1じ

鶴木 ｾ ｾ＠
揖 。O +<J 令司 ‘ 司 令<1' <1司 直

士。' 1 ' h，ヨ

軍 令 也 子 〉利 息 ) ハ 8

11 ←x  S  

←× ←× ←× 令x <-X 令 × 豆

， ! ! I 活

。α x:xコoα :>00 伊 0 0 0 α ぉ0 0 0 0∞00α ) OO

命

第 2 3 図

.  .. 
-

第 2 4 図

ります。小林行雄氏はこれについて、 「ハニワを使用す

るような人々は、立派な住居に住んでいたが、ハニワを

作る身分の人は、いせ・んとして竪穴に住み、恐らくは、

階級の上下差で、住居も差があっただろう」と言ってい

ます。( 老古学概説〉

鏡より一一奈良県の佐味田古墳C A D士350) から出た

日本裂の鏡に 4 種の家が彫られています。 (第26図)

A は登呂式の竪穴住居、 A ，C は上流の住居で、第24

図的なものでしょう。屋根は但し第27図のように、入母 .

屋になっていたようです。 D は倉に遠いありません。

( 古美術言昔、 195 号、沼口博士論文参照のこと)

A.  C，には、長い笠がらり、後世の神事に使うキヌ

ガサの原流が見られますが、この笠が神事に直につない

で考えるのは危険でしょう。

英の他いろいろの突例で見るように、屋根は切妻、入

母屋、四注、鏡、或は登呂式と、種々見られ、その側面は、

現在神社建築に見るものと大変似ているのがあります。

交献より一一

古事記、 日本智紀は、第 2 期の中間( AD 土7∞) に省

かれたものですが、前期( 古墳時代〉についても参考に

なる記さいがたくさく見られます。そうなると 、文献の

みによるのも、叉突物のみによるのも危険で、両方から

正しい考え方を見出さねばなりません。 さて、住

居についてですが、たくさんらる中からいくつか .

511 ，、てみましょう 。

書紀第15弘言十( 顕宗) 紀に、ある豪族の新室が

出来たので、天皇が酒宴の最中に、室寿( むろほ

ぎ) して舞います。その言葉に「築立つる稚室葛

根( わかむろつなね〕築立つる柱は此の家長の御

心の鎮なり、取挙ぐる棟梁は… … ・寂置ける橡際

( はんぎ= タルキ) …・・・取置ける益盆( えつり=

屋根葺下地ト… ・取結べる縄葛( 伝わかっら〉は



第27図 奈 良 県 外 山 第9図補図銅器ltこ摘かれている倉

第25関東京小豆沢住居地

引いい攻主主ける草葉( かや〕は- … " 'J とあり、叉神代編

第 2 に、天日隅宮について、 「千尋の拷縄( たくなわ=

ー拷の皮でなった縄) をもて結びて、百八十籾にせん、そ

の宮を造る制は、柱は則ち高〈太く、板は則ち厚くせん

… … 」叉極原の宮を「底つ磐根に宮柱を立て、ひ木( 干

木) 高しりて…・・・」とあり、叉高津宮が、質素であった

ことを、宮垣室屋霊色( うわぬり〉せず、約( はえぎ)

梁往極( うだて) みがきかざらず苓茨くとき等しり整え

ず」とあります。叉、雄略紀に、カ ツオ木が宮室長以外に

使用出来なかったことや、紀第 1 に、スサノオノミコト

が木材の用を定めたとして、 杉、穫は舟材に、槍は宮室

材に、被( まき) は人民の住居や寝床に用いることぜをき

，めています。但し、実際は人民の住居は杉が多かったよ

うです。

以上奈良時代的な見方も這入っている事は十分注意し

て読まねばなりませんが、前の突例と合せ見て、

① 柱は沼立式、宮室のもの太く高い。② 梁、うだ

ーであり、① タルキ上にま主下地をおきカヤをふき、その

しりを切り そろえる。( 神社、農家にみる) @  床板は

第26図 鏡 に 彫 ら れ た 家

A  

C  
D  

厚く広い。 @ 千木があり、カツオ木は宮室の重要な象

ちょうである。①仕口、継手は簡単で、絡でしめてい

た。① 宮室は槍を用いた。① 屋 根 は、今日見る程の

種類が出来ており、①宮室建築は、神社建築に良く似

ていた。といったことが解ります。

符 社

神社建築は1953年の今日も 、大変古い要素を多分に持

っています。中でも、出雲大社、住吉、大烏神社、伊勢

の唯一神明造り等は、最も古い様式を止めています。

(第28図) この建物と 、第14図、第17図、第 9 図補図、

或は第24図の特に主厳と 倉、第26図の特にC 及びD 図 と

比べてみて下さい。良く似ていますが、その内でも 、倉

とは最も良く似ています。更に、第24図の主盛夏と第26図

D の図と を重ねて考えて下さい。正に神殴は、倉に主量生

を加えた様式を表しています。

さて、このような高床の倉は、第 1 期の後期、ヤヨイ

式時代に、農耕の収かく物たるそミを入れるために用い

られ、その様式に、第 2 期前期の古墳時代に、支配者の

宮室の主駁の様式が加ったとすると 、神般の儀式は決し

て住居そのものでも 、倉そのものでも無く 、何か別の発

生を しているようで、す。そ して形の上からのみ判断して

、その発生はA D 土 200 年以後、と なり 、完成されたの

は、恐ら く、A D土 400 年ということになります。

文献より 一一紀にも出て来ますが、毘家のことを社稜

( しゃしよく〕といいます。これは

シナの言葉で土の神、農の神という

ことです。叉朝鮮、満洲でも、新殺

を祭るマツリが、軟に行われていま

した。A D士200 年噴、三国の貌志

務伝にも、農耕の神事が出ています

が、丁度サカ木を建てるように、大

木を飾り、鬼神を乞い、実をはって

マツ P ます。日本の神の名にも、漫

鍬入姫命、太田回根子等漢に関係深

い神の名があり 、大嘗祭は、日本の

最も大事なマツリであるのも御存じ

の通りです。

第 1 期の前期( 縄紋〕の宗教は、

3 1  



第 28 図 A 出 雲 大 社 本 殿

第 怨 図 B イ 主 吉 神 社 本 殿

第 28 図 C 伊参事神宮正殿
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自然崇拝でした。その名残は、ずっと後世に

まで続きますが、万葉集などでは、誰れかの

持っていた物をその人と思うとし、う考え方も

伺われます。( 神社考古学、宮地直一〉

さて、袋耕文化が発生すると 、彼等は、天

災を大変恐れますのそこで漢がうまく行くよ

うに天神にいのりますっそのかわり 、無事収

かくがあれば、彼等は倉にこれを入れ、その

前に集って; 農作を祝ったので、しよう。これが

大嘗祭の Ｎ ｾりで す 。 凡そ惟界の古代宗教が全

て、漫忍惟会の産物であったように、我が菌

でも、次のドレイ制j社会7こす。倭、 これら農

民のマツリをも支配してしまいま人伝に、A

D 土240 年、ヤマタイの国( 日本〉のヒミコ

とし、う女王が、宮室倭観、総柵をめぐ らし、

兵を置き議ら しめたとあります。 鬼道は前述

の天神を意味し、宮室楼観は沼口博土に よれ

ば、直に出雲大社の如き建築であったろうと

いうことになります。この全体のプランは、

伊勢神宮の罰置の よ うではなかったで・しょう

か。 ( 現在の神宮の配置は大分変還している

が)。叉、 ヒミコとし、う女王が、イコ ール神絡

であったことは注目すべきで、支配者が神の

地位に高められていたことが解り農耕社会を

その支配下においたことが知れる。ここに於

て、農拶世会の神聖なる倉に、 この時代の神

聖なる 宮室主殿が加った建物が乃ち神量生で( I 0.

ったこ とが、 うなずけるのです。

一例として、 「グラ」は「座J r騎い」等

あり 、天皇の即位を、高御位( 叉は座) と記

紀に出ており 、 タカきクラに登るを意味し、

神絡化されるのを意味するのでし ょ う。 しか

し、神社が全国にばら まかれるのは、少 し降

ってA D士 400 年後のことでしょう っ紀の祭

神天皇のぞ買より 、農民の反抗が審かれて来ま

す。叉、人絡と神絡の分離が知れ、 ここに、

第 28 図 D 大嘗祭正殿



祖先の伝世品にそのタマシイがあ ると考えたので・ しよ

ロ ピJ けで
「十1 m う。易経に、「神道は聖人が教え説いて民を服する道J

ｾ＠ ._←....____. とあ り、 これら シナの思想の影主主l も見逃せ ないで しょ

11'& .屯 l ￥且 i 佐古軍事耽 』ーｾー」

1  - 1 ・4 ↓ . う。

|  員 l : : zz 回 丁度この頃の建物が、前述のハニワ家や家屋紋鏡に

掛川 即 位 互不 イ事セ神宮崎州 連り 、それが A D土 400 年と い うことにな ります。

全国を統ーする手段として、祖先例( 天神、 地神) を各 ( 拙稿学会報11号、叉、太年 6 月の学会報及び近く け

地に置きそれと共にその地方の豪政の祖先祢をも併せ て いさい予定の拙稿史述と美術誌に、更に詳説す るので 、

政治目的の有力な手段として現れます。その時神体は、 参照されたい。〉 一一 次号へ続〈一一

“ T HE  RI SE O F  T HE  CI TY. " と I NTEL L ECTUAL HI STORY.  

徳 回 頴

"T he  Ri se  of  t he  ・Ci ty". ( 都市の興隆) は Ar t hur 重要性が新しく軽減される方向にある現在、その軍要性

Mei er  Schl esi nger 及び Dixon Ry an F ox 両人の編 を認識するーお針となろう。これは唯物史観の立場 よ り

集による“ A Hi st ory of A meri can Li f e". ( アメリカ 建築史を研究するのとは全く異るのであるコ

生活の賂史〉会:12巻のうちの第10; t 主自のもので、近代に さて、次いで“ T he Ri se of  t he Ci t y" ・ の梗概の

おけるアメリカ合衆国形成の基盤ともなった都市の興隆 略記を試みよう。即ち下記の如く 14章 よ りなる ものであ

を、主観的な応史認識、いわゆる Int el l ectual Hi stor y る。

( 社会文化史〕の立場から研究 したものである。 この歴 Chapt er  1. T he  Ne w Sout h 

史認識の方向は、該替の出版年代、即ち1930年代のアメ ][. T he  Gr eat  Wes t  

リカ史学の特色であって、 アメリカ史におけるモダン ・ TII. T he  Lur e of  t he Ci t y 

エラ ( 近代) の形成と期をーに して、19世紀末より 、純 lV.  T he  Ur ban Wor l d 

客観的な膝史誌誌の立場から後頭した、いわゆる科学学 V;  T he  Amer i can Wo ma n  

派( 資料の蒐集、 容籍の解忍等を' I t 視する) 、更には第 百. T he  Educat i onal  Revi val  

1 次世界大戦前後、新しく歴史家の要求として生れた社 羽1. I ncreasi ng t he Worl d' s K nowl edge 

会経済史の反省としてあらわれたものである。さ て、 こ 咽. T he  R enai ssance i n Let t ers and 

の Intel l ectual Hi st ory ( 社会文化史) とは何かとい Ar t s 

うことである。 これはお世紀の啓袋思想に端を発 し、 ァ IX. T he  Pursui t  of  Happi ness 

メリカ独自の事情( 民主主義的な政治、世界第一の高い X.  T he  Changi ng Chur ch 

生活水準、ぼう大な生産力等) に培われて、 アメリカ人 XI. Soci ety' s War ds  

の確信となっている進歩の理念に立脚する。そして、突 湿. Pol i ti cal  Fact ors and For ces 

用主義と革新主義を背景として、現代の問題志議から出 X  TII. Fi n de Si ecl e 

発し、現存の資本主義社会に存在する不正をただすとい X lV. Cri tical  Essay on Aut hori t i es 

う見地から、過去の廃史を研究し叙述する p とすれば、 務者 Ar t hur Mei er  Schl esi nger はアメ V カの卓越

このような膝史認識の立場には、ある種の仮説が先在す した庭史家で、オハイオ州グセニアに生誕オハイ オ州

る。然し、自己を無にすることによっては、そのような 立大学を卒え、 コロンピア大学で Ph. D を僅得、ハ{

仮説は見いだされない。問題を建築史の研究に限定 し、 パー ト大学: 歴史学教授である。

そこに社会文化史的な! 歴史認識の立場をとるならば、仮 次いで、章を追って該替の梗概の詳述を試みよ う。該

説と して 容の研究対象年代は19世紀末、即ち1878年一一1898年の

建築家、就中建築史家は社会進歩にあづかる重要な立 20年間であり 、更に都市を近代化におけるアメリカ発展

役者として、学問を とお して積額的且つ効果的に社会の の基盤と して、都市がアメリカで如何にし て興隆 し、ひ

動きに参画しなければならない。 いて、それが如何にアメリカの発援に寄与したかを社会

ということがし、えるであろう 。 このことは、建築史学の 文化的に究明している。 このことは該訟の巻頭の語句
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" What  shal l  we  do wi t h our  great  ci ti es? W hat  

wi l l  our  great  ci ti es do wi t h us? Thes e ar e t he 

t wo pr obl ems whi ch conf ront  ever y t hought f ul  

Ame r i αn.  For  t he quest i on i nvol ved i n t hese 

t wo quest i ons does not  concer n the  ci ty al one.  

T he  whol e count r y is a:ff ect ed， if i ndeed its ch-

aract er and hi st ory ar e not  det er mi ned， by  t he 

∞ndi t i on of i ts gr伺 t ci ti es，.... 

T he  ci ty is not  al l  bad nd・:r all good.  1t is hu-

mani t y ∞mp r田 sed， t he best  and t he wor st  co-

mbi ned， in a  st rangel y composi t e communi t y" .  

に朗らかである。

さて、本文であるが、それは第 I 章一一第百章は都市

興隆の諸原因を究明している。.mnち、先づ第 I 章 T h e

Ne w Sout h では、南北戦争後、新に北部の支却下とな

った南部が、従来までの農業中心より産業中心へと変貌

し、したがって農村は急激に膨脹して都市となったと説

いている。次いで、第 E 章 T he Gr eat  Wes t ではや

はり南北戦争後、西漸運動の結果、当地方にも都市に興

隆を説く 。それらの具体的な例として、アメリカ全土で

1810年代には人口 8 千以上の都市は44を数えるにすぎな

かったが、 1890年代には 547 に達 したと 。如何に都市の

興隆が急激で、為ったかを認知し得る。更に、特にシカプ

の発展を詳述して強調している。即ち、191佐紀前半 まで

は西部の小農業都市たりしシカプは各樋産業の発達に伴

って、当地方の中心地となり 、俄かに人口は僧加し、ニ

ューヨー グ、フ ィラデFレブ ィアに次いでアメリカ第 3 の

都市にまで発展し、 " The Queen Ci t y  of  t he Wes t "  

と称される tこいたった。

叉第V 章一一第亙主主は、かく興隆した都市が、毘家の

発展に如何に寄与したかを詳述している。特に第V 章

T he  Amer i can Wo ma n ではアメリカ近代社会の改良

者としてめ女性について、Jii nち都市に居住する女性の社

会改良迩動、女性の社会的地位の向上を説く 。叉家庭雑

誌である“ L adies' Ho me  J our nal." " Good Houseke-

ep泊 g." がそれぞれ沼田年、 1邸 5年創刊されたことを強

調 し、それ と都市生活の進歩とを関連し考察しているこ

とは真に興味深いものがある。第四章T he Renai ssan-

ce i n Let t ers and Ar t s では都市を中心と して萌芽し

たアメリカ文芸が、この時代になって、従来のヨ ーロツ

メ依存より脱却し、自国的なものとなり得たことを述べ

ている。就中、建築の分野ではヨ{ ロツバ依存の建築で

ある浪漫主義的建築は次第に影をひそめアメリカ的な建・

築、即ち折衷主義的建築、ひいては機能主義的建築が、

シカプの Chi cago School  ( シカプ派〉を中心として発

展する。ここに著者はンカプ派の建築家 L oui 3 Henr i  

Sul l i van ( 1851- 1924) の言葉である“ F or m f ol l ows 

f unct i on" ( 機能は形態に従う〉を特に引用している。

叉、 高層建築が大都市に林立 し始めたのもこの時代で、
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シカプに建築家 Wi l l i amLe- Bar on J  enney (1832 -

1907) によって建てられ、 1886年完成をみたHo me 1n-

surance Bui ldi ng ( 住宅保険ピル) を高層建築〈鉄骨

構造) 即ち摩天楼の父としている。第X 章T he Chang_  

i ng Chur ch では都市の興隆に伴う教会の変革、即ち教

会は宗教的儀式の場所以上に都市生活と関連する慈善事

業の場所たる必要性をもつようになったa 更に僧侶は神

の使徒として聖直に膝まづく よりは寧ろ 、社会の善導者

としての活躍を求められると 。 叉、第亙章 Soci ety' s

War ds 第湿章 Pol i ti cal Fact ors and Forces では都

市生活に附随する貧民或は貧民: 筒の救済、更には市政に

附隠す る収賄或いは顔役の晴躍等の粛清をとりあげ、都

市発展の一面を究明して、終章に3 } っている 。

このように概観 しきたって、都市研究 (都市発達史)

をとりあつかったものとして、該警の特異性を認知す

る。もっとも 、文化史的な立場より都市発達史をとりあ

げたものとしては、下記のま日き例がある。即ち

Fust el  de Coul anges 

" L a  ci te ant i gue. " 

Er i ch Zi ebart h 

" K ulturbi l der aus gri echi schen 

St adt en." 

Lewi s  Mumf or d 

“ T he  Cul ture  of Ci ti es. " 

等である。これらの難点は、者s市自体を社会や経済の事

象と関連のない独立 した部門においてとり上げ、相互の

組み合わせが稀薄にすぎるとし、う点にある。 ここに、文

化史と 社会史( 経済史〉との綜合即ち社会文化史が必要

となろう 。 もっとも 、前述したところは都市発達史のみ

をとりあつかったので・あるが、更にこのような研究の方

向は建築史の他の分野にもとられるべきであると思う 。

そして、ここに前述の仮説の意義をL 、かしたい。ここに

建築史の新しい意義がみいだされる。さて、ここで、この

小論文のベシを置きたい と思う のであるが、最後に社会

文化史印ち 1ntel l ectual l Hi st ory であるが、これは且

つて京都大学でアメリカン ・セミナ ーが関議された時、

歴史部門の講師であるスタンホ ー ド大学教授 Knowl s

博士より教示されたものであることを加筆しておく。

( 阪大、文学部、西洋史研究室)

x  ... ......... x  ............ x  

x  ..... .. ... ..  x  ......... ... x  

x.  ・・・・・・・・・ ・×・ ・・・・. x 



会
報 ( 2 月分〕

内海町章審査会

7 日( 土) 2 時- 5 時於朝日事務所、開催審査員森田

慶一、矢野橋村、渡辺賢一、中野順次郎氏並内海町側

谷口助役外三各外事務局長大和理事等10名、慎重容査

の結果 3 月号掲載の通 1等岡林秀郎、 2 等山 口正夫、

宇津木松二、佳作田中正外 4 名決定 した。

定例理事会

11日2 時於朝日事務所東畑副会長外 8 名 、燃えな い都

市建築展開催の件、記念事業特別支出の件、文化吠商

会開催の件、28年度収支予算編成の件、国際文化会館

建設資金委員より申越に係る本会理事承認の件、入退

会詮街、 1 月分収支計算、記念事業経過、内海町章審

査会、大阪府建築士会より事務所後一部負担の件、 2

月見学会午餐会、教育委員会事業大阪府住宅復興協議

会事業、設計監理協会審溌足等事業経過並報告を了し

ｾＮ＠

れ』 。

東洋リノリューム見学会

18日会勢委員会主催東洋リノリユム伊丹工場見学開催

1 時大阪駅東口集合借切パス 2 台分乗 2 時半同工場集

会室にて森信同社長、柏田工場長等挨拶並説明後 6 耳圧

に別れ工場見学、再び集会室に於 て質問応答あり 、竹

腰会長謝; 窓を表し床材についての感想を述べ同社の発

展 を祈る旨挨拶後再び 2 台のパスに分乗大阪着 5 W;j30 

分解散。会する者82人近来稀な盛会であった。筒同社

からは笑用的にして優美ざん新カタ ログを寄贈された

外パス英他種々と本見学に便宜を与えられた事を紙上

を通じ厚く感謝する。

定例午餐会

19日正午於東区大阪府労働会館開催

竹腰会長外45名、大和常務理事開催挨拶後当円電気事

情の関係上講演を先行 し工博尾崎久助氏紹介同氏は欧

米視察の大妥を述べた後スライドに依り主と してアメ

リカ建築を紹介、 一時午斐を共にした、最後に竹腰会

長後拶次回建材部門に斡旋方依頼散会。

之からの建築教育座談会

19日午後 2 時- 5 時於大阪府労働会館

鷲尾委員長外委員学校側1協議合建築事務所等25名出、

中野理事司会の下に別項の通怠見開隊、 ( 速記会誌掲

載〉最後に鷲尾委員長挨拶閉会。

建材審査会

27日3待4 時 間i 日置塩委員長外 7 名出

デ コラ、マープリッ夕、 ラテイ等審議 した。

工業高等学校卒業生表ｾ

今年度卒業の優秀学生に対 し本 会 よ り 表 彰 状 を 呈 し

た。 ( 東海、近畿、中国、四国、九州、| 方国関係学後〕

大阪府建築士会

4 日3 時より於朝日事務所、渡辺会長外定例役員会開

催。

関西建材会

4 日午後青木斡事長、石井斡事、井口 l属託等会合

保全会の件協議。

5 日3時 於朝日事務所欧米視察帰朝者日建設計工務K

K 社長工博尾崎久助氏よ り欧米建築事情並建材等講演

会開催、同氏は講演の外スライド使用説明建材会員青

木幹事長外30名出席

10目正午 於朝日事務所関係業者に保全会説明。石井幹

事外協会事務局応援。

23白正午 於朝日事務所青木 幹事長外10余名

総会開催其他会務協議引続保全協会設立に関する件に

つき発起人会と して協議を続行したが審議の結果保 全

協会設立は比際ー応中止す る事に決定善後処置 につ き

打 合せ散会コ

日
戸

』
E
-
-
u
 

5 日午後 5時 より於朝日事務所田島応用化工K K外三ツ

星 会] 0余名会合

12日日本建築学会 より会長石 ) t 佳氏当選通知にJ委し

た の

11日午後 青木産事大和常務思事ガスピル講演場借入並

午餐会食堂借入等交渉。

138 燃えない建築展関係者打合会高島屋開催、大和常

務理事出席。

14日3時 於朝日協会事務室学会支部役員会開催

14日会員村野勝吾氏止七日 9 時欧米視察のため大阪発点

特 許

武信智三式角鉄型筋混凝 土 杭基基長礎機工

キ定

特 許 日 鉄筋混凝土杭 工

コシポジツト 、パイノレ j (1 尺継杭〉基礎工

iJ !l J:Iを ・地質絢査 ・地耐 iJ !l J定施工

事長寺 砂支持利力充強携大。に工よ事る迅速特。殊工施費工低法廉

説ノ禽明書及ピ防潮
株 式 会 社 武 智 工 務 所

上盛土地待

取締役社長 福 留 並

τ吾垂=デ

に於げる実践表

進呈
大阪市西電区話西新長町堀@E通四丁目をO 細野ピル三六号

九 九 五 ~ 九 九 八 番
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上。

ＲＴ 日 ＳｾＵ 時 大阪建設業協会にては此日創立 Ｕ 周年を

記念するため見本市会館にてバ{ テイ開催各方面関係

者多数参会、本会よりは竹腰会長列席祝意を表した。

248 ＴｾＷ 時 於朝日ピル協会事務所、工学院大学近畿

校友会有志会合一一東京より松本与作氏出席近畿谷民

蔵氏列20名集合支都設立c

288 御西下中の皇太子殿下には近畿地方御見学を終え

られ本日正午すぎ大阪駅発帰京された官民多数歓送。

本会々長も関係方面より大阪駅頭御見送り 、連絡があ

った。

28日午前 中国支部青盛幹事来会、種々打合せた。

犯念事業の商複羽衣一円地に建段展示せし、新住宅28戸滋懸賞募集した新務代の往丘扱計

新 刊 「と れ か ら の住 宅 図 集」 λ 脳 惜 鮮 明 B 5 附 30有におさめTニ図が出家、ー は 優 雑 若27訟が滋うて断、

実際に見噌量出品された もの、 ーは新時代の理想住宅業芭してー般に好砕を悔している。

一部定価 ￥ 却0. 00 ( 会員一割引〕 送料 ￥ 32. 曲

新刊パンフレ、ソト 「ア ス プ アノV ト防 水 と セ メ ン ト 防 水工 事 」

一部定価 ￥ 回. 凹 〒 8.叩

但会員一部 ￥ 50. 叩

新 刊 パ ン フ レ、ソト 「衛 生 工 事 」

日 本 建 築 協 会 発 行

誌 を 作 る

人 々

( プロフイ J レ}

山 ポ 武 雄 氏

編 集 後 記

策mのパトンの手渡を受けるに鑑み、常にたゆまさ' る努

力 と情熱を編集に傾けて居られる編集委員長中村氏並に

係員沖国民の名コシピを始めとし之に絶大な協力惜まれ

ぬ先毅各委員の方に万膝の敬意を表すものであります。

局限された予算の枠内で完成しすこ内容を峰らる事の苦心

を感せ・守しておれません。毎月編集会議に自分は自己の

勉学の為に出席さ せて裁〈蒋ぴに報ゆるペ〈益々本誌の

事違反を念願して居ります。生来嵐鈍の自分には論理的に

本誌をよりよさ也のに飛: t ? i l せしむ方法は色とより具体的

な何ものをも見出得ませんが与えられた当呑の己が責務

を来しすこく駄馬に綴打つ心持で一二の摘録的な色のを記

述致します。

本誌に主として双卜け. て来られナこ代表的大建築は勿論m

姿な司王柄でめりますがいけ、建築( 例えば) ーー ・茶房、

洋品雑貨脂、料型車. 庖等の一般商舗にも文化的且芸術的な

創造されずニ(J 、物、各々それ等には客の吸引力 、自t!.，.:J)j ( 化

生活を呼起す創立の芸買われるもの色ゐると，思います。 こ

3 6  

一 部 定 価 ￥ 100. 00 〒 ￥ 16 凹

但会員一郎 ￥ 90. 叩

朝日ピル事務所又は天神織分室

申 込 所

日 本 建 築 協 会 事 務 局

の中で代表的(J 、建築物を紹介して其の掲載料を出費願う

事は無理ではない様に思われますし本誌の利用がより有

意義ならしめるなら正に一石二鳥ではないでしょうか。

広告に就いて述ペますなればー - 実質的良点を持った商

品又は秀逸せる物で如何なる場合に於ても信頼される事

が必ｾでありましょう、良品は Ｑ 止に出る事は述べる迄も

なく明らかですが複雑せる現近社会に於ては期間的の問

題色あり広告に依りて存在を認識せしめ速により良吉結

果を納め得ると云ふ事であります。幸ひ本誌は建築に直

接繋カ Z りがあり有効であると思ひます同時に広告は大な

る役割を果すことになります。然し広告の主主の意義はゐ

〈迄も良心的のものであらねばなりますまい。敢えて多

言を必要しない事です。以上によって最良の結果を得ら

れる こ とを望みます。では次の後紀のパト ν 栗原信虎編

集理事にお願い致します。( 山本武雄創集王理事記)

建 築 と 社 会

主義・3 4 輯 第 4 号

売価 1 都80円 〈送料共〉

昭和28年 3 月25 日印刷 ・昭和28年 4 月 1 日発 行

編集溌行人 沖 田 誠

事E 行 所 社団法人 日本建築協会

大阪市北区中ノ島3 ノ3朝日 ピル

ｾ話北浜⑧ Ｑ Ｓ Ｓ Ｔ ＭＹ 呑

振 谷 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社 団 結 盛 締2腕 番)



兵 庫 相 互 銀 行 本 応

新 築

位

工

概 要

置

期

敷 地 面 積

建 築 面 積

建 築 総 面 積

陪 数

主 体 構 造

軒 高

設 計 監 理

主体工事施工

神 戸 市 生 問 |玄 三 宮 町 一 丁 目

起 工 昭 和 2 7 年 1 月

竣 工 昭 和 2 8 年 3 月

2 9  4. 4  5 坪

2  3  7. 2 7 坪

1  7  0  7. 0  0 坪

地 下 1 階 地 上 6 階

鉄 骨 鉄 筋 コ ン グ リ ー ト 造

2  9. 0 6 米

株 式 会 社 安 : J I 建 築 事 務 所

清 水 建 設 株 式 会 社

冷 暖 房 . 換 気 . 衛 生 設 備 施 工

須 賀 工 業 株 式 曾 吐
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本 設 備 に 使 用 せ る 主 な る 機 器 及 器 具

冷 現i 機 40屯 x 60HP 1悲 /-j (ア ー ホ ー ルホ. ン 7" 3" x 10HP 1  

ヲ オ ー タ ー グ ー ラー 430%  x  3. 000，%， 1  上 水 揚 7K ホ . ン フ・ 2" x 7弘H P 2  

コ ン デ ン サ ーホ・ンプ Ｒ ｾ 庁 ｸ Ｕｈｐ 1  ヂ|ニ 水 揚 水 ぷ ン 7・ 2" X 7弘H P 2  

サ ー キ ユ ν ー タ ー 2Yz " X5H P  1  汗j 火
オ"

ヱノ
7.  

2弘"x 15HP 1  

送 風 機 ( 冷 暖 房 用 ) No.  Ｒ ｸｾ ｈｐ＠ 1  堅 軸 汚 水 ポ ン フ ・ 2" x 2 HP 2  

1'J 1， 風 機 No. 6x 7弘H P 1  扮ー 71< ボ
工ノ フ 2" x 1 HP 2  

送 風 機 No. 4x 3HP 1  手口 風 大 便 者持 C- 75 27五R

セグ シ ヨナ Jレ.>.f:イラ ー S- 5 M- 10 2  
便 者器 U- 23 23 

自 動
j仰bム向

茨 器 米 花L - 6 2  
洗 面 若器 L -1  1  

県. ｾ＠ ボ
ユ〆 プ 3HP 1  #  L -92 27 

温 7k カ日 執 部 400務 x 1500，%， 1  理 費 用 洗 面 器 L- 19 2  

ル ー ム グ ー ラ ー 20台 手 洗 者持 L -57 4  

放 熱 務 75組 ス ロ ッ プ シ ン ク SK- 22 8  

屋 上 上 71'<. 槽 1800x  2700 x  1800%  1  流 し S K-18 1  

屋 上 ヨ下 71'<. 楠 1800x  2700 x  1800務 1 7k 石 鹸 抽 州 都 28 

市 71'<. 受 71'<. 槽 ] 800 X  1800 x  1800万 1
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